


[image: ]










没落令嬢の君を愛するつもりはないと言われましたが、諦めません！
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第一章――大好きな幼馴染との結婚は突然に












「待って！　待ってよ、オーガスト！」

　中庭を横切る彼を見つけたシャンティは、無我夢中で駆け寄った。

「お、お待ちくださいお嬢様」

　止める乳母の制止を振り切って、室内靴のまま庭を横切る。

　クレマチスとハニーサックルのしげみを無理やりに突っ切り、花びらが舞う。

「お嬢様、お稽古のお時間ですわ！」

　後ろから声が追いかけてきたが、かまわなかった。花が散ろうとも、家庭教師が待ちぼうけを食らおうとも。

「オーガスト！　聞こえないの！」

　庭を突っ切り、裏門から出ていこうとしていた彼が、やっとシャンティの声に気が付いて、振り向いた。

「シャンティ……お嬢様」

　その慕わしい唇が、シャンティの名前を呼ぶ。濡羽色の黒髪。サファイアのように青く涼しい瞳。濃紺色のマントの下には、鋼の剣を下げている。

　――シャンティの憧れの人、オーガスト。

「待ってよ。もう、ずっと呼んでいるのに。さぁ一緒に遊びましょう！」

　シャンティは飛び切りの笑顔で両腕を広げ、彼に告げた。

　内心、少し焦っていた。

（だって、だって最近、オーガストったらおかしいんだもの）

　彼はいつも、シャンティが願えば一緒に遊んでくれた。シャンティを肩車して林檎を取ってくれたし、せがめば花輪を作って、シャンティの頭にかぶせてくれた。

『すみれの花かんむりがとても似合ってるよ、シャシャ』

　忘れもしない、幼いあの日。初めて花冠を作ってくれた彼がそう言ったとき、シャンティの胸の中で、今まで知らなかった切ない甘さがはじけた。

　まだ十にもなっていなかったが――その時の、深い青色の優しい瞳に、シャンティは恋に落ちたのだ。

　それなのに、数年たった今、裏庭の門の扉から出ていこうとしている彼の目は、ガラス玉みたいに無機質で冷たく、シャンティを見下ろしていた。

「……お嬢様。俺に何か用ですか」

　その言葉に、シャンティの顔は引きつった。

「ど……どうしてしまったの。そんな他人みたいな……やめて。ね？」

　つい最近のことだ。彼はシャンティに微笑まなくなってしまったのだ。こうして冷たく、他人のようなやりとりしかしてくれない。

「どうしたもこうしたも、お嬢様と俺は他人です。あなたはラントレア家の跡取り娘で、俺は一介の騎士見習いにすぎません」

　そう言われた瞬間、シャンティはハンマーで頭を叩きのめされたような心地がした。

「え……な、なん、て」

　動揺でまともにしゃべれないシャンティをよそに、オーガストはよどみなく答えた。

「お嬢様。もう以前のようにお側にいることはかないません。俺には俺の仕事があります。お聞き分け下さい」

「待って……！」

　それきり、あとは聞かずにオーガストは戸口から出て行った。

　シャンティは立ち尽くして、自分には開けられないその扉を、途方に暮れて見つめた。

「ど……どうして……？」

　じわりと目の端から涙が浮かび上がる。喉の奥が、熱くて痛い。

　それは、シャンティが人生で初めて味わった――苦い失恋の味だった。









　それから更に時が流れて――三年後。

　カーテンを透かして差し込む輝く朝日。和やかにさえずる鳥の声。

「お嬢様！　朝でございます」

　侍女のナナが、しゃーっとカーテンを引いて手際よくシャンティを起こす。

「ふぁぁ……まだ眠いわぁ……」

「しゃんとなさってください。今日は婚約者様がいらっしゃるんですから」

　起きだしたシャンティは、とたんに憂鬱になった。

（あーあ……あの従兄との、面会の日……）

　あのにやついた顔を想像するだけで、若干気分が落ち込む。

　数年前、シャンティの婚約者は、慣例通り、ラントレア家と枝分かれしている分家、フィッツローズ家の子息、トレビィと決まった。母の兄の息子で、従兄である彼とは昔から顔見知りであったが、シャンティは彼が苦手だった。

（昔からいばりんぼで、欲張りで……）

　お調子者の見栄はりで、おだてれば喜ぶが、逆らうと容赦なくげんこつをしてくるような、弱い者いじめにためらいのないタイプだったのだ。シャンティは何度となくお菓子を横取りされた思い出がある。

「今日はなにやらお嬢様にプレゼントがあるんだとか」

　ナナの言葉など耳に入らず、シャンティの気持ちは沈んだ。

（あんな人が……私の未来の旦那様だなんて。オーガストとは大違い）

　シャンティの初恋の人である彼は数年前に生家のカーニッツ子爵家を出て、この地方一帯を守る騎士団の一員となっていた。子爵家の生まれであれど、彼は次男で爵位を継げないので、成人と同時に騎士になる道を選んだ事は、人づてに聞いて知っていた。

　――もう、会えることもないだろう。そのことを思い出して、シャンティはますます落ち込んだ。

「ほらほら、御仕度しますよ」

　子どもをなだめるように、ナナはさっさと衣装を選び出し、シャンティの髪を整えていく。

　波打つ金色の髪は、一部編み込みを交えてシニヨンに。その上に結ばれたリボンが、いきいきと動く瞳と連動して、まるで猫のよう。ピンク色のフリルがあしらわれたドレスに、ふわりとセージグリーンのサッシュを結んだ姿はまるで……

「ねぇ……子どもっぽくないかしら？」

　さすがに、と振り向いたシャンティに、ナナは厳かに言った。

「あの婚約者様相手には、このくらいがちょうどいいのです。あまり色気を出してはね」

　ナナなりにシャンティを守ろうとしてくれているのだろうが――シャンティは内心の嫌々を押し隠して、中庭へと出た。

（あーあ……これが現実）

　中庭の白い屋根のパビリオンの下に、未来の婚約者――トレビィが座っているのを見て、ため息が出る。

　するとあちらはシャンティに気が付いて、にっと笑った。

「やぁ、シャンティ。しばらく見ないうちに、また美しくなったね」

　この取って付けたような微笑みを――素敵だと思う令嬢もきっといるのだろう。けれどシャンティは、いまさら見え透いたお世辞を言われたところで、嬉しいどころか不気味なだけだった。

「ありがとうございます、トレビィ」

　が、シャンティはとりあえずにこやかに答えた。もう子どもではない。社交辞令と建前の会話くらい、さすがに身につけている。だが――

「しかし君は、もっとこう、洗練されたものを身につけた方がいいと思うんだけどね。ほら、今日は嫁入り道具ならぬ、婿入り道具をもってきたんだよ」

　彼が振り向いて合図すると、使用人たちがぞくぞくと荷物を捧げ持ってやってきた。

「ここで一生、君とともに暮らすわけだからね。少し内装など、いじらせてもらうよ」

　おびただしい数の使用人を見て、シャンティの気持ちはいっそう落ち込んだ。

（お父様とお母様は、私しか子どもがいない……だから私は嫁に行くんじゃなくて、この人を婿として迎えないといけない）

　そうしないと、ラントレア家が断絶するからである。しかし、それすなわち。

（この人が私の家に入ってきて、我が物顔で過ごすってこと……）

　シャンティの憂鬱を知っているのかいないのか、彼はくるりと後ろを向き手を叩いた。

「そう、ほら、こっちこっち！　シャンティに贈り物を見せるんだ」

　金箔と宝石で飾り立てられたチェストが、使用人二人がかりで運ばれてきて、シャンティは目を丸くした。それを見て、トレビィは得意げに胸を張った。

「ふふ、すごいだろう！　本物の真珠と金、取っ手には最大級のルビーが飾ってあるんだ。時価五千万相当はあるぞ！　蓋には君の名前も彫ってある…どうだ？　嬉しいだろう？」

　シャンティは目のまえの宝箱のようなチェストをまじまじと見た。中央にしっかりと『我が美しい妻、シャンティへ』と彫ってある。

　きんきらに飾り立てられて正直、趣味はよくないが――公爵令嬢たるシャンティですら、見たことがないような麗々しい宝石たちだ。

　こんな贈り物を、他人にはケチなトレビィがポンと気楽によこすなんて……。シャンティの中に疑問が沸き起こった。

「こんな高価なもの……どうして？」

　すると彼は両手を広げてハハハ！　と笑った。

「それはもちろん、未来の愛しい妻のためさ。それに今羽振りがいいんだ。これくらい、いくらでも君に買ってあげるさ。中身を見てよ」

　がぱっと長持を上げると、赤い布張りのその箱の中には、何着もドレスが収まっていた。

　――どれもお金はかかっていそうだが、ごてごてと装飾過多な、趣味の悪いものばかり。

「羽振りがいい？　なぜですか？」

　シャンティがドレスたちを横目で見ながら問うと、トレビィはさらに得意そうにした。

「そう！　父上の始めた新事業が好調でね。大きな声じゃ言えないが！」

　言っている……と思いながら、シャンティは危機感を覚えて声をひそめた。

「新事業って、また危ない投資とかじゃ、ありませんよね？　伯父様は前にも……」

「む！　父上を信じないのか。お前の義父にもなるんだぞ、これから」

「いえ、そういうことではなく……し、心配なんですわ。それに、私に大金を使う必要はありませ……」

「気にするな！　新事業はな、やり手のブレインを雇って父上が始めたんだ。こいつが頭の切れるヤツでね。魔法みたいな薬を、フィッツローズ家の領内で作って、売りさばいているんだ！　利益はうちとやつでトントンでね。これが領民の税の何倍にもなってなぁ！　もう乾く暇なし！」

　にやり、とトレビィの口角が上がったが、逆にシャンティの口角が下がった。

「薬？　どんなです？」

「飲むと夢見心地になる薬さ。とある花からとれる液体から作るものでね。これが高く売れるのなんのって。もっとも国内で売ると領民が廃人になるから、国外で売りさばいてるんだがね！」

　それを聞いて、シャンティはさーっと血の気が引いた。

（そ、そそそそそれって、もしかしなくても、とんでもない悪事なのでは……!?

　この男は、事の重大さをわかっているんだろうか!?

「ま、待ってください、それって……」

　しかし彼はペラペラと止まらない。

「薬は医療品だから、税金を取られることもない。二重に大儲けさ！」

　得意げなトレビィに、シャンティはめまいがしてきた。

（違法と思われるものを『薬』と偽って脱税……二重に違法では――!?）

「あの、トレビィ。それって犯罪……」

　言いかけたシャンティだったが、その時にわかに、誰かが庭へとザッと踏み込んできた。

「な、なんだ!?」

　騎士の姿をした男たちが、トレビィとシャンティの周りを取り囲んで、険しい顔で威圧した。おびえながらも、その中の男の一人を見て、はっとシャンティは目を見開いた。

（オーガスト！　オーガストじゃないの！　あの時以来だわ……！　彼に会ったのは！）

　華美さの一切ない、質素な黒いマントに、騎士の標準武装である籠手とブーツを一分の隙もなく身につけている。そして腰に下げた立派な剣。厳しく鋭いまなざし。

（な……なんて、かっこいいの……！　まさかこんな形で会えるなんて……！）

　大変な状況だというのに、シャンティは思わず彼に見とれてしまった。

　仕事をするための彼のいでたちは、彼のストイックな魅力をより一層引き立てていた。

　しかしトレビィはもちろん、まったくそう思ってはいないようで、威圧的に立ち塞がった。

「なんだお前たちは！　騎士のくせに頭が高いぞ！　俺を誰だと――！」

　いきりたつ彼の前で、オーガストががばっと書状を広げた。

「貴殿、トレビィ・フィッツローズおよび親族一同を、国王の命で拘束する！」

　響き渡る声でなされたその宣言に、トレビィは絶句し――そしてシャンティもはっとした。

（待って!?　親族ってことは、私はどうなるの!?）






　あっという間にトレビィは連れ去られ、彼の持ってきた豪華な持ち物たちも騎士団に押収された。

　シャンティは父と母とともに、屋敷の部屋へと軟禁されてしまった。扉の前では厳しい顔をした騎士が見張っている。

「お、お父様、お母様……私たち、これから一体……」

　人の良いシャンティの父親はうなだれた。

「わからぬ……どんなお咎めがあるのかは……」

　母もおびえていた。

「ま、まさか命まではとられませんよね？　う、うちには婚姻を控えたシャンティもいるのに！」

　母はぎゅっとシャンティを抱きしめた。

　そんな二人を見て、シャンティはおそるおそる聞いた。

「お父様たちは知らなかったの……？　伯父様がまずいことをしているなんて」

　父はうなだれた。

「いいや、今まで露ほども……まさかお前の兄が、そんな悪事に手を染めていたとは……」

　母は重いため息をついた。

「私たちも寝耳に水よ。隠してたんでしょうね。あの人はそう、昔っから人の警告も聞かず、嘘みたいなうまい話にとびつく人で……」

　シャンティはげんなりした。息子トレビィとそっくりなのだ。

　しかし、気を取り直して。

「で、でもそしたら、陛下にそう言えばいいのよね？　私たちは関わってませんでしたって」

　すると父はうなずいた。

「その通りだ、シャンティ。陛下にしっかりとお伝えしよう。我が家は悪行とは無関係でした、と」

　しかし母は不安そうに唇を噛んだ。

「でも、もう閉じ込められて数日たつわ。なんの沙汰もないなんて――陛下に訴えるチャンスをもらえるかしら」

　その言葉に、父はなにも答えずうなだれた。シャンティも同様に床を見た。

（どうしよう――禁止されてる麻薬を、勝手に隣の国で売りさばくなんて。国際問題……最悪、戦争に発展しかねない行いだわ。知らなかったとはいえ、身内の私たちも無事で済むかどうか……）

　三人の間に、無言の暗い空気が立ち込めた、その時だった。

「皆さん、ご無事ですか」

　ドアがバッと開いて、真剣な顔つきの騎士が入ってきた。

「オーガスト……！」

　彼を見て、シャンティは思わず声を上げた。

「おお！　君はカーニッツ家の！　以前うちで学んでいた……立派な騎士になったようだなぁ」

　こんな状況だが、彼に気が付いた父は喜びの目でオーガストを見た。

　カーニッツ領は、ラントレア領とは比較的距離が近く、親戚のような付き合いの仲であった。シャンティの父は、オーガストの才能を見抜き、高名な剣の教師を紹介したこともある。

　オーガストの表情が少し緩み、折り目正しく、父に頭を下げた。

「ご無沙汰しております、剣のことではお世話になりました」

　そこに母が、不安な目で割って入る。

「私たちの沙汰はどうなっていますか？」

　するとすぐさま、彼の顔が引き締まり、騎士の顔に戻る。

「ラントレア公爵家の処遇については、議会は割れています。そのせいでお時間がかかってしまいましたが――ご夫妻は、血縁関係ではありますがフィッツローズ家の不始末と関わる証拠がなく、国王はラントレア家の言い分を聞く時間を持つとおっしゃっています」

　それを聞いて、三人はほっと胸をなでおろした。予想外に、軽い沙汰が下ったようだ。

「ああ、よかった。聞いて下さるようで」

「そうよ、あなた。だって私たちが関わった証拠など一切ないのですもの」

　父は重い声で言った。

「だがお前の兄――私の義兄でもある――の不始末はたしかだ。止めるどころか、何も知らなかった私に責任がないわけではない。少々のお咎めは覚悟して、誠心誠意後始末に尽力する旨を伝えなくては」

「ええ、あなた。そうと決まれば早速主都まで出発しましょう。シャンティ、あなたも支度なさい」

　立ち上がった二人に、シャンティもついていこうとした。が――

「お待ちを。お嬢様は、お二人とは違う処遇になっています」

　その言葉に、両親は目を剥いた。

「えっ……」

「どういうことだね、オーガスト君」

　一瞬言いづらそうに詰まったあと、オーガストは言った。

「実は、フィッツローズ家の証拠品を押収した際、お嬢様の名前入りのチェストが見つかりまして。高価なもの故――お嬢様も、一連の悪行に関わって利益を得ていたのではとの嫌疑がかかっております」

　――あの金箔のチェストのことだ。そう気が付いて、シャンティは青くなった。

（もう！　だからあんなもの、最初からいらなかったのに……！）

「そんな。娘はまだ、彼とは婚約をしていただけに過ぎない。麻薬騒動とは何の関係もないんだ……！」

　彼はちらりとシャンティを見た後、父に向き直った。

「たしかに、そのチェストだけでは、お嬢様が悪事に関わったという確実な証拠にはなりえませんが……」

「娘にはどういう沙汰が下っているの？　教えてちょうだい」

「疑いが完全に晴れるまでは、身柄を拘束し、この屋敷からブルトン牢獄へ移すように、と……すでにフィッツローズ家の面々はそこに送られています」

　その言葉に、母は青くなってシャンティを抱き寄せ、震えだした。

「ブルトンですって…!?　この国で一番ひどい牢獄に、罪もない娘を送るなんて……！　この子がどんな目にあうか！」

　父はぐぬぬ、と苦し気にうめいた。

「人質か、見せしめのつもりか。しかし、とうてい……とうてい承服できん……！」

　シャンティは腕の中で母を見上げた。

「でも、私を拘束しないと、お父様とお母様……この家はどうなるの？」

「……咎めを受け、家は取り潰しになるかと」

　低い声でオーガストが答えた。ひどい処遇ではあるが、シャンティは頭のどこかで冷静にわかってもいた。

（厳しい沙汰だけれど……でも、やはりそうよね）

　人の上に立ち、その規範となるべき貴族が、むしろ人々を苦しめ、私利私欲で不始末をしでかしたのだ。普段不自由のない生活をしている分、こういったときに負わなくてはならない責任は大きい。たとえ罪を犯したのが自分たちではなくその親族でも。

（私が行かないと……お父様とお母様が、不利な立場に立たされる）

　シャンティは胸に手をあてて、決心した。

「お父様お母様。私、牢獄へ行きます」

　その腕を出て、オーガストの方へ歩み寄った。

「そんな！」

「だから、できるだけ早く国王様にお話しして、私を牢獄から出してくださいませ」

「ダメだ、許せるわけがなかろう」

　歩み寄ってきた父と母に、シャンティは言い放った。

「でもそれで、お父様とお母様が罰を受けるのは嫌だわ……！　大丈夫、一時のことよ。ねぇオーガスト、罪が晴れれば私は出してもらえるのよね？　だから平気です」

　怖いのを我慢して、シャンティはにっこり笑ってオーガストを見上げた。

　その目は昔、別れの時に見たのと同じ、表情のない目に見えた。が――

　その青い目が、一瞬揺らいだかとおもうと、視線ははずれて父へと向かった。

「……公爵様。ひとつだけ、お嬢様が牢獄行きを免れる策があります」

　三人とも、顔をばっとオーガストに向けた。

「そ、それはどういう策だね！」

「教えてちょうだい、娘が助かるならなんでもするわ！」

　父と母の必死の言葉を受け、オーガストは一瞬ためらったが――真剣な顔で言い切った。

「お嬢さんに、私と偽装結婚していただきます」

　その言葉に、両親の目は点になった。

「なんだって……!?」

「で、でもそれで、身の潔白が証明されるのかしら…？」

「かなりの力技ですが…騎士団の団法には、団員の家族の保護という項目があるのです」

　すると父は、ああ！　とうなずいた。

「聞いたことがあるぞ！　有事の際、団員の士気を優先するために、騎士の家族は優先して保護され、決して害される事がない、と…だが今回のことは、その法にあてはまるのだろうか？」

「国同士の問題に発展しかねないので、有事に当てはまるでしょう。私の妻になれば、お嬢様は保護の対象となりますので、牢屋に入れられることもない」

「で、でも、私たちはその有事を起こした疑いがある、として拘束されているのですよ？　その娘が、あなたと婚姻を結んだから保護の対象になるなんて……そんな法の抜け道を通るような事……難しくないかしら？　あなたも陛下に睨まれない？」

　おろおろする母に、オーガストはうなずいた。

「ご懸念はごもっともです。たしかに一般の騎士では使えない技でしょう。しかし私はもう、隊長の立場です。そして、遠い都にいる陛下には把握しきれないでしょうが、ラントレア家は長年この地方を平和に治めてきています。様々な証拠からも冤罪は明白。となると…」

　オーガストは真剣な顔で続けた。

「今回ラントレア家が冤罪で揺らぎ、次期領主が投獄されたとなれば、領民たちの不安も募り、治安の悪化が懸念される。そのことを、この地の騎士団も危惧しています。ですのでここは陛下に多少睨まれることになっても、お嬢様を守る方が妥当と考えております。陛下に咎められたとしても、責任は私が取ります。なのでお二人は都に出向き、冤罪であると、はっきり陛下にお伝えください」

　その頼もしい言葉に、父は両手で彼を拝んだ。

「ありがたい、ありがたい…どうか娘を頼む、オーガスト君…！」

　そして、当のシャンティといえば――

「けっ……こん……？」

　目が点になっていた。

「だ、大丈夫かシャンティ」

「どうしたの、気をしっかりもって！」

　両親に抱えられて、シャンティは半ば気絶しかけていた。オーガストはそんなシャンティを暗い顔で見ていた。

　しかしそんなこと、シャンティの目に入ってはいなかった。いきなりの提案に、頭のなかがぐるぐるとまわっていたのだ。

（う、ううううううそっ……わ、私が、私が……）

　――ずっと好きだった人と、結婚!?!?









　◆◆◆






　かくして、公爵令嬢シャンティ・ラントレアの身柄は、罪人に落ちるかと思いきや、騎士団員オーガスト・カーニッツの奥方になることによって、ギリギリ『没落令嬢』にとどまったのであった。

　大悪人となってしまったフィッツローズ家が起こした事件とは無関係であったことを示すため、当の本人の逮捕に動いた騎士と結婚をし、身の潔白を証明したうえで、保護の対象となる――

　というのが、オーガストの説明してくれた策だった。

　あくまで両親が国王を説得し、ラントレア家の名誉が回復するまでの臨時措置、ということだが。

（公爵令嬢の地位はなくなってしまったけど……でも！）

　オーガストの用意した館へ向かう馬車の中で、シャンティの瞳は燃えていた。

（臨時だとか没落だとか、そんなの関係ないわ！　私……ッ！）

　シャンティはぐっと拳を握りしめて、心のままに叫んだ。

「この、私が……！　オーガストの妻！　そんな……ッッ！　なんて、なんてことでしょう！」

「お嬢様、少し声を抑えて。御者の方が驚いていますよっ」

　メイドのナナに言われて、シャンティははっとした。馬車の小窓から見える御者の肩がびくっと震えたようだ。

（い、いけないいけない。つい本音が！）

　口を覆いながらも、口角が上がるのを止められない。

（落ち着きなさいシャンティ。りょ、両親が、家が大変なときなのよ！　浮かれている場合ではないわ。それに、オーガストはこのために、陛下に罰される覚悟で……！）

　目を閉じて、心の中でそう念じる。しかし、次の瞬間には……

（でも結婚……！　たとえ偽装でも、結婚するのよ私たち！　まだ信じられない……！）

　両親がのっぴきならない状況だというのに、気が付いたらそれを忘れて、頭の中がほわほわになってしまう。

（だって……だって、もう二度と、オーガストと親しく話せる機会もないと思っていたくらいなのに――まさか、まさかこんな事になるなんて！）

　シャンティは一向におさまらない気持ちをなだめるように、両頬に手を置いた。

　――彼は騎士団の務めが忙しいので、先に屋敷にいるという。会ったらどう声をかけよう。

（ふつつか者ですが？　ううん、無難によろしくお願いします、かしら！）

　彼はどんな顔をするだろう。何て返してくれるだろう。想像すると、嬉しくて心に羽が生えたような心地だ。

（いえ、まず第一にお礼ね。私のために、命をかけてくれて……。それから、偽装でも、こうなれてうれしいって、伝えないと。それでそれで……）

　夫婦らしいことをするのだ。腕を組んで歩いたり、おはようやおやすみのキスをしたり。

　彼が以前のように優しい声で『シャシャ』と呼びかけてくれることを想像すると、頬は燃えるように熱くなり、彼のキスを想像すると―――

（し、死んじゃうかもしれない……！）

　馬車を突き抜けて飛んで行ってしまう心地だ。感極まって、シャンティの頬に涙が伝う。

「うぅ……うううっ」

　その時、馬車がとまった。

「着きました、お嬢様……わっ」

　扉を開けた御者は、腫れものを触るようにシャンティを見た。

「あっ……着いたのね、ありがとう」

　シャンティは涙をかくさずに、飛び出るように馬車から降りようとした。しかし御者は慌てた様子でシャンティを押しとどめた。

「しょ、少々お待ちください。旦那様を呼んでまいりますので」

　シャンティが礼を言う間もなく、彼は飛ぶように去ってしまった。

「あら……そんな気を遣ってくれなくても、自分で行くのに」

　そう思いながらも、顔をふき待っていると、御者がオーガストとともに戻ってきた。

　――なぜだか二人とも、険しい顔をしている。

（ああ……そうよね。策とはいえ、立場の怪しい私とこうして結婚するのだもの。険しい顔にもなるわよね。無理を通したのかもしれないし……）

　それを受けて、シャンティは真剣な表情に切りかえた。

「騎士オーガスト様。この度は、窮地に陥った我がラントレア家にお力をお貸し下さり、感謝いたします」

　両手を下腹部できちんとそろえ、膝を深々とまげて、頭を下げる。レディの最敬礼だ。

　すると、なぜだかさっと一歩、オーガストが下がった気配がした。

「いや……自分に頭を下げる必要などありません、お嬢様」

　その声は、まったく冷静そのものだった。シャンティが顔を上げて目を見ると、相変わらずその目には無機質な光が浮かんでいた。

「オーガスト……」

　シャンティがつぶやくと、彼はさらにそっけなく言った。

「俺のことは、カーニッツとお呼びください」

　とりつく島もないその言葉に、シャンティは思わず追いすがった。

「そ、そんな……」

　彼は、偽装結婚とはいえ、仲良くする気などは毛頭ないのだろうか。

　――もしかして、嫌われているんだろうか。シャンティの心は乱れた。しかしそれでも、シャンティは食い下がった。

「偽装結婚とはいえ、夫婦ですわ。私、あなた様と仲良く過ごしたいのです。罰される覚悟で助けていただいたこと……深く感謝もしています。できる事ならその、お役に立ちたいですわ。だから」

　しかしオーガストは、シャンティのその言葉を遮るように振り向いて、言った。

「そんな必要はありません」

「え……」

「お嬢様。勘違いをなさらないように。俺はあくまで、騎士として、この領地のため、ラントレア家を救う策を提案させていただいたにすぎません」

　淡々とした声だが――その声には、明確な拒絶の意思があった。

「仲良くする必要もありませんし、ましてや、俺があなたに、なんらかの情を抱いているわけでもありません」

　その言葉に、シャンティは無意識にひゅっと息をのんだ。

「わ……私のことが……き、きらい、なの、ですか」

　すると、彼は不愉快そうに眉をしかめた。

「重々ご承知とは思いますが……俺が、あなたにそういった感情を抱くことはありません」

「感情って、」

「お嬢様の言葉を借りれば、嫌いだとか、好きだとか、そういった類たぐいのものです」

　ぐさっ、と胸に何かが刺さるような感触がした。それでもシャンティは、無意識に口を動かしていた。

（好きどころか、嫌いですらないってこと……？　無関心？）

「な、なぜ……？　私、あなたに何か……してしまったの？」

　すると彼は、首を振ってシャンティから目をそらした。

「いいえ。ただ……あなたがラントレア家の娘だから、それだけです」

「い、今は、あなたの奥さん……なのよ」

　シャンティは震える声で問いかけた。

「関係ありません。たとえ家が没落しようと、俺があなたを妻として愛することはありません」

　そう言って、彼は踵を返し、屋敷へと歩いていってしまった。

　茫然と立ち尽くすシャンティに、御者と出てきたメイドのナナがおたおたと声をかけた。

「お、お嬢様、とりあえずこちらへ」

「荷ほどきいたしましょう、さぁ」

　シャンティは衝撃が冷めやらぬまま、言われるままに、彼らについて屋敷に入った。






　御者に聞くところによると、この屋敷は、オーガストの兄である、カーニッツ家当主の持ち物であるらしい。

「ラントレア家の窮地ということで、無期限でお貸しくださるそうですよ」

「そうなの……」

　さっそく情報収集をしてきたナナのおしゃべりを聞きながら、シャンティはソファにぽつねんと座って、忙しく荷ほどきに立ち回るナナをぼんやりと眺めた。

　見ているのはナナでも、頭に浮かぶのは――先ほどのオーガストの言葉。

（私がラントレア家の娘だから……嫌い？）

　どういうことだろうか。ラントレア家とカーニッツ家とは、そこそこ良い関係を築いていたはずだ。なのに。そこまで考えて、シャンティははっとした。

（そうか……私たちは、汚い罪を犯したフィッツローズ家の、親族だものね……）

　犯罪まがいの事をしでかしたのは、決してシャンティたちの家族ではない。それでも、親類からそんな者が出てしまったのだ。そして当然、今ラントレア家は危ない立場にいる。

（高潔な騎士の彼が、そんな家の娘である私を、心底から歓迎するわけがないわよね……助けてくれたのは、この領地の治安のため……）

　シャンティはがっくりと肩を落とした。

「そうよね。そのせいでオーガストは、陛下に罰されるリスクまで負っているのだから……」

　シャンティの存在は、彼にとって嬉しいものであるはずがない。あくまでお仕事、なのだ。

　そのことに改めて気が付いて、シャンティは一人深くため息をついたのだった。






　――それから数日がたった。

　シャンティは日がな一日、メイドや使用人たちと部屋に閉じこもって過ごしているので、鬱々としていた。初日以来、オーガストはずっと留守にしていて、あれから顔を見ていない。

（とりあえず嫌疑のかかっている身だから、おいそれと外出できないのはわかっているけど……）

　こうずっと部屋に座っていると、気持ちが落ちこんでくる。ただでさえ、この前オーガストに言われた事がショックなのだ。

「うぅぅ……」

　隙あらば、うつむいて頭をかかえてしまう。

「お嬢様……」

　ナナもため息をついた、その時。

「奥様、旦那様からのお届け物です」

　ドアを明けて、侍従が入ってきた。

　飛び跳ねるように、シャンティは顔を上げた。

「贈り物!?　奥様!?　旦那様!?」

　言葉の処理が追いついていないシャンティに代わって、明るいナナがそれを受け取った。

「あらあらありがとうございます。たしかにお預かりしましたが、中身は？」

「大事なものだから、保管して管理するようにと、仰せつかっています」

「あら、そうですか」

　ナナから手渡されたのは、細長い箱だった。

（一体何かしら……ひょっとして）

　両親にかかわる、何かの知らせだろうか。

　もし、悪い知らせだったら……。シャンティの背中がひやりと冷たくなった。

（いいえ、でも、開けなきゃ……えいっ）

　かぱりと蓋を開けると、そこには丸めて封蝋を押した書状が収まっていた。

（やっぱり……！　なにかの知らせだわ）

　シャンティは赤い封蝋を剥ぐのももどかしく、その書状を開いた。すると――

「え……結婚……証明？」

　書状には流麗な金文字で、『結婚証明書』、その下にオーガストとシャンティの名前が記してあった。ぱさっ、と小さいメモが足元に落ちる。

「これは……？」

　メモを拾うと、そこには右肩上がりの端正な字が並んでいた。

『結婚を証明する書類ができあがったので速達でお送りします。いつ、誰にでも証拠として提出できるよう、場所を考えて保管しておいてください』

　オーガストの字だ。そう思ったシャンティの胸の中に、安堵のような、嬉しさのような気持ちがじわじわと広がっていく。

（よかった……悪い知らせとかではなくて。）

　シャンティはまじまじと、結婚証明書の名前が記された部分を眺めた。

「妻、シャンティ・ラントレア……夫……」

　オーガスト・カーニッツ。

　その文字を見て――つきん、とわずかな痛みが胸に走る。

（私のこと、好きでも嫌いでもないって、オーガストは言ってた。彼にとって私の存在は迷惑。でも……）

　シャンティはきゅっと目を閉じた。

　たとえ彼の心は、自分に無関心だったとしても……それでも、シャンティは書状に並んでいる二つの名前を見ると、嬉しかった。

（嘘でも……夫婦になったのよ。私と、オーガストは……）

　涙が出そうになるのをぐっとこらえて、書類を慌てて箱にしまいなおした。

　もしかしたらこれを取得するために、オーガストは家に帰れないほど奔走していたのかもしれない。汚してしまっては大変だ。

「うう……ひぐっ」

　ありがたかった。嬉しかった。彼が自分のために、この証明書を送ってくれたことが。シャンティはぐいっ、と目元をぬぐった。そして、顔を上げた。

（やっぱり……やっぱり、冷たくされたって、たとえ迷惑だと思われていたって……私は、このままなんて嫌）

　オーガストはシャンティから距離を取り、シャンティは遠慮したまま、ろくに言葉も交わさず過ごすなんて。

　ぐっと拳を握って、大事な書類がしまわれた箱を見る。

（そう……そうよ、夫婦なのよ。だから……だから）

　オーガストが冷たかろうとも、微笑まなくとも、拒絶されようとも。

（私は、そんな対応、したくないの……！）

　オーガストに笑いかけ、感謝を伝えたい。

（でも、彼を煩わせるのも、これ以上嫌われるのも避けたいわ。どうしましょう）

　シャンティは目をぎゅっと閉じて考えた。

（彼に嫌がられず……どうにか少しでも、夫婦らしく仲良くできる方法ってないかしら……！）

　――どうにかして、ほんのちょっとでも、昔みたいに笑いあえる仲に戻りたい。

　そこでシャンティはひらめいた。

（昔みたいに……そうだわ！）

　その計画を立てるために、シャンティは机に向かったのだった。






　その翌々日。旦那様帰宅の知らせを受け取ったシャンティは、帰宅予定時間の三十分前から、メイドとともに玄関のドアの前で待ち伏せ――否、お出迎えの準備をしていた。

（旦那様が帰ってきたら、妻は『おかえりなさいませ』って言って、一緒に食事をしたり、お酒を飲んだりするのよ。お父様とお母様はそうしてたもの）

　母が笑顔で出迎えると、父は嬉しそうに母に『ただいま』を言って、その後シャンティも交え、楽しい夕べを過ごすのだ。

（別に、特別な事は望んでいないわ。ただ……親愛をこめて、コミュニケーションを取りたいだけ）

　親愛に満ちた食事も団らんも、人間にとって必要なものだ。

　オーガストの負担にならない程度に、彼をもてなして、役に立ちたい。

　彼がラントレア家にしてくれたことについて、感謝の気持ちを表したい。

（そしたら……少しは前みたいに、うちとけられるかもしれない）

　淡い期待を抱いて、シャンティは待ち構え、厨房の準備も万端にし――。

　気合を込めて、ドアの前に立ち尽くしていた。

　帰宅予定時間が過ぎ、使用人はまたひとり、もうひとりと持ち場へ戻り、ついに夜半をすぎたころ――外から馬の駆ける蹄ひずめの音が聞こえてきた。

（か、帰ってきた!?）

　馬車ではなく、馬に乗って帰って来るとは。さすが騎士。

（オーガスト様の乗馬姿、見たことないわ。きっとさぞ、凛々しいんでしょうね……！　腰に剣を下げて……ああ、許されるのなら、戦う所だって見てみたいわ……）

　しかしシャンティは窓に駆け寄りたい衝動をぐっと抑えた。

（万が一にも覗いたことがばれて、はしたない妻だと思われたら嫌だもの……！）

　かつかつ、と軍靴の音が扉の前で止まり――いよいよドアが開く。そう思って、シャンティは身構えた。

（緊張しちゃダメ！　笑顔！　笑顔で、ご挨拶するのよ……！）

　若干こわばった笑顔で、戦意を漲みなぎらせながらシャンティは待った。今なら気合だけでドアを開けられそうだ。

　しかし――扉は微動だにしない。

（えっ？　え？　どういうこと??　今の足音は空耳……とか？）

　シャンティは両脇のメイドたちに視線を送ったが――彼女らも困惑しているようだった。






　一方、外では、任務を終えて戻ってきたオーガストが、扉の前で逡巡していた。

　帰ってくるのは、正直気が重かった。シャンティの気持ちが、今一つつかめないからだった。

（この偽装結婚に、最初は驚き拒否感もあったようだが……昨日ははきはきと受け答えして、前向きな姿勢を見せていた）

　それはオーガストにとっては、厄介なことだった。まだ、嫌がってくれたほうがやりやすかった。

（だが……仕方ない。引き受けたのは俺だ。最後まで任務を全うせねば）

　そう思い、オーガストは扉に手をかけた。とはいえもう夜中だ。さすがに彼女も眠りについているだろう。

「おかえりなさいませ、オーガスト様……！」

　しかし予想を外して出迎えられて、オーガストは固まった。

「こんな夜中に……何を？」

「オーガスト様のお帰りを、お待ちしていました」

　にこにこしながら、シャンティはオーガストを見ている。

（……困る）

　オーガストははぁとため息をついて、儀礼的に礼を述べた。

「出迎えて下さりありがとうございます」

「オーガスト様……」

　その目がキラキラ輝いている。真夜中だというのに。

（……やめてほしい）

　オーガストはその視線から目を背けると、そっと扉から手を放した。

「ですが今後、俺のために待つようなことはなさらないでください。様づけもおやめください」

「私が待ちたくてもですか？」

「そうです」

　キラキラした目が、少し悲しそうに伏せられる。

　その様を見るのが耐えられなくて、逃げるようにオーガストは彼女に背を向けた。

「それでは、もうあなたもお休みください」

　大貴族のお嬢様だ。すげなくされたり、冷たくされることに慣れていない彼女は、きっとオーガストのこの態度にショックを受けたに違いない。

（こんな態度を彼女に取るのは、自分でもいい気がするものではない……が……）

　これで彼女も、もうやくたいもない事はやめてくれるだろう――。そう思いながら、オーガストは振り返ることなく、自室へと下がった。






　バタン、と屋敷の奥で扉のしまる音がするまで、シャンティは玄関で茫然と立ち尽くしていた。

「あ、あの……奥様？」

　心配したナナが、おそるおそる話しかける。

「き、気落ちされることはありませんわ。夫婦なんてそんなもので……」

　しかしシャンティはぽかんとしたまま、先ほど握った手のひらを眺めた。

「様づけじゃなくても、いいって」

「はい？」

　ぽつんと出た言葉に、ナナが不審がる。

　喜びがじわじわとしみだしてきて、シャンティは思わずナナの肩をつかんだ。

「また『オーガスト』って呼ぶことを、許してくれたわ……！　うん！　これは大きな一歩よ！」

　その目は、頭上で輝くシャンデリアに負けず劣らず、キラキラしている。

　たいていのことには動じない、年季の入ったナナも、さすがに驚いてシャンティの後ろでつぶやいた。

「お、奥様……ポジティブ・シンキングすぎやしませんか……」

　しかしその声は、浮かれるシャンティの耳には届いてはいなかった。






（名前呼び、達成。次はどうしようかしら……！）

　次の日の昼。机に向かったシャンティは、秘密の手帳を開いてペンを走らせ、『名前を呼ぶ』の文字の上にさーっと斜線を引いた。

（一歩、夫婦として進展したわ！　次は……次なる一手は……！）

　シャンティはざっと手帳のリストを眺めた。結婚証明書をもらってから作ったこのリストには、シャンティの熱意により黒黒としたペン字で目標が記してある。

『一、手をつなぐ

　二、名前で呼ぶ

　三、名前で呼ばれる

　四、腕を組んで歩く

　五、一緒にお食事をする

　六、一緒にお酒を飲む

　七、仲直りをする

　八、休日に二人きりで出かける

　九、手作りの刺繍をプレゼントする

　十、抱きしめてもらう

　十一、頬に口づけ（信頼をこめて！）――――』

　それを見て、シャンティは若干赤面しつつも――うふふ、と笑う。

『様』をつけなくていいということは、名前をそのまま呼んでもいいということだろう。シャンティはそう判断した。

（昨日、さっそく二を達成しちゃった！　このままトントン拍子にいけば――！）

　また昔のように仲の良い関係に戻ることも、きっと夢ではない。

（それ以上のことは求めないわ……もちろん）

　手帳を抱えて、シャンティは寂しく微笑んだ。

　彼には、シャンティへの気持ちはまったくない。彼のほうで、すでに他に意中の娘がいる可能性もある。最初から期限付きの結婚だ。

（オーガストは、この地の人々のために偽装結婚してくれただけ。そのことを忘れちゃ、ダメよ。リスクを負ってまで助けてくれた彼を煩わせてはいけないわ）

　彼と仲良くするのは、恋人ではなく、あくまで『親愛』をこめたものでなくてはいけない。

　ラントレア家の信頼が回復したら、彼とは別れて、重い務めから解放してあげなくてはいけないのだから。

　そう考えながら、結婚証明書を受け取った日、シャンティはこのリストをしたためたのだった。

（私たちが本当の夫婦になれる可能性は、たぶんない）

　オーガストに、その気がないのだから。

　けれど数奇なことに、シャンティは大好きな彼と偽装結婚することになった。

　だからこの契約結婚の期間は――きっと最後のチャンスだ。

（嫁ぐ前に――本当に好きだった人と、仲直りできる機会よ）

　シャンティはそう決意し、この『夫婦期間』に臨もうと決めた。

　感謝を込めて、彼のために何かしたいし、できれば前のように、親しく話をできるくらいの仲にもどりたい。

　だから、リストの項目がひとつ消えたことが、心から嬉しい。

「よぉーし。絶対絶対、リストのぜんぶ、達成するんだから！　今日はどんな作戦でいこうかしら」

　にこにこ笑いながら、シャンティはパタンと目を閉じて、机の上に飾られた額縁を眺めた。

　そこには結婚証明書が、麗々しく収まっていた。

















第二章――仲良くしたいのに












　――へっくし！

　とつぜんのくしゃみに、馬上のオーガストはため息をついた。

（なんだ？　風邪か？　この忙しいときに……）

　ため息を聞きつけて、ともに遠出の任務にあたっていた騎士が、にやにやしながらオーガストをこづいた。

「どうしたどうしたー？　愛しの元・公爵令嬢様が、お前の噂でもしてたんじゃないか」

「何をバカげたことを」

「いやいや、彼女との婚姻のために、上層部を説き伏せたって？　いつも冷静な隊長が、そんな行動をとるとは。事務の娘たちが皆泣いてたぞ」

「これも仕事の一つだ。ラントレア家の立場が冤罪で危うくなれば、この領地の治安が悪化する。彼らは理想的な領主だったから。それらを鑑みて、上もお嬢様を守る措置を承諾した。それだけのことだ」

「でも、もし陛下に睨まれたら？　隊長はどうするんだ？」

「もちろん、処罰を覚悟の上で婚姻している。だが、そう深刻な話でもない。ラントレア家の冤罪が晴れれば、俺の行動も罪にならないはずだからな――ほら、前を見ないと足元が狂うぞ」

　馬上でそっけなく、オーガストはアドバイスした。

「へーきへーき。剣の腕は負けるが、俺の馬さばきは隊長より数段上だぜ。な。プリンスボーン！」

　愛馬の首を、親しみをこめてたたきながらフレッドはにっと笑った。彼もまた、男爵家の次男で、爵位は継げないからと騎士団入りした男だった。オーガストとは同期で、隊長となった今は、なんだかんだで右腕のような存在である。お調子者だが、いまだに気安く話す仲だ。

「ほらそこ、轍わだちのあと」

　すると後ろから女性騎士が、鋭くフレッドに指摘した。

「おおっと。いやいやもちろん、見えてたぜ？　オディール」

「ふん。いつも口ばかりで。この道だって、間違えたじゃないですか」

　冷たいオディールに、しかしフレッドはどこ吹く風だった。

「平気だって～。ミリュエル村に行くのに、こっちでもあっちの道でも大差ないって」

　オディールの咎めるような視線を受け、オーガストは馬上で地図を広げた。

「そうだな。どちらの道でもそう違いはない。が、調査するに越したことはないから、帰りはこちらではなくあちらの道を通って行こう」

「あ～～、調査、ね。麻薬の効果を帳消しにする薬草なんて、そんな都合のいいもんみつかるかねぇ。無茶言うよ、隊長様は」

　フレッドのぼやきに、オーガストは冷静に答えた。

「古文書にはその薬草の記述は残っているし、森にすむ民への聞き取りでも、それらしきものが存在しているという言質はある。あとは実際に見つけるだけだ」

　フレッドがヒューと口笛を吹く。

「あついねぇ。奥様のご実家のために、身を粉にして御奉公ってか」

「……そうだな。ラントレア家には個人的に恩義がある。だがそれだけではない。今回の騒動で被害を被った隣国の人々を救い、国家間の火種を消す。これは騎士としての務めだ」

「はいはい。そういうことにしときますって」

　肩をすくめながらも、フレッドは優しい目でオーガストを見つめていた。騎士となってから、そこそこ付き合いが長いこの不愛想な男は、本当は愛情深いくせに、それを表現するすべを知らない。

「……本当に、奥様への気持ちはないのですか。ご結婚は、期間限定なのですか」

　そこに、オディールの遠慮がちな声が響いた。オーガストは一瞬迷ったが、うなずいた。

「ああ。当然だ。彼女は女性とはいえ、公爵家の跡取り。ラントレア家の冤罪が晴れれば、すぐにでも正式な身分の者と婚約を結びなおさなくてはいけない立場だ」

　きっぱりと言い切った彼に、オディールの引き締まった口元が少しゆるむ。

「……そうでしたか」

「そうだ。彼女を早く家に帰すためにも、我々が任務を達成させなければ」

「ほうほう。やっぱり奥様を気にかけてるじゃんか。どんな美女なんだ？　性格は？」

「別に……いたって普通の女性だ」

　シャンティの事を詮索されたくないオーガストはすげなく答えたが、そんなことで諦めるフレッドではなかった。

「またまた。幼馴染で知った仲なんだろ～？」

　その言葉に、オディールが反応する。

「そ、そうなんですか？」

　オーガストは舌打ちしたくなった。以前居酒屋で、うっかりシャンティとの関係を口にしてしまった事が悔やまれる。

「そうだな、面識はあった。だが、それだけだ」

　そこまで言って、オーガストは話は打ち切りとばかりに前を見据えた。

　そのまなざしはきりっとしていたが――オーガストの内心は、それとは裏腹に、もやもやとしたものが渦巻いていた。

（今日も帰ったら、シャンティが待ち構えているのか……）

　なんど断っても、オーガストに接触しようとしてくる。

（……大人しく、両親が戻ってくるまで家の中で待っていてくれればいいものを）

　彼女の事を考えて、思わず唇を噛む。

（もう俺に、まとわりつかないでほしい……）

　自分の前では、笑顔など見せないでほしい。期待をこめた目で見上げないでほしい。

（なぜなら俺は……そのすべてを、拒絶しなければいけない立場なのだから）

　はぁ、と苦いため息をのみ込む。その時だった。

「おやおやぁ、こんなところにお貴族様方だ！」

　道の茂みから、こん棒を持った男たちがにわかに飛び出してきた。

「いい鎧だなぁ、剥いだら稼ぎになりそうだ。そっちの姉ちゃんも上玉じゃねぇか」

　下卑た笑い声が響き、オーガストたちは顔をしかめた。

「盗賊か。我々が騎士団と知っての狼藉か」

　すると男どもは一瞬うろたえたかに見えたが、すぐににやにや笑いを取り戻した。

「嘘言っちゃあいけないよ。騎士様が三人も、どうしてこんな、警備するものも要人もいない田舎道を歩いてるんだい？」

　普段しない任務をしているせいか、そう誤解されてしまったらしい。それなら、とオーガストは胸を示して冷静に告げた。

「この紋章が見えないか？　残念ながら、我々は騎士団だ。お前たちがこの街道で狼藉を繰り返している盗賊だというのなら、捕まえる義務がある」

「あーあ。せっかく幻の草を探してこんなとこまで来たってのに、ザコ盗賊のせいで今日の任務はおじゃんだ」

「当たり前でしょう。民の安全を守るのが我らのつとめなのですから」

　後ろで、めんどくさそうなフレッドと、それをたしなめるオディールの声がした。

　そのやりとりにカッときたのか、男たちがこん棒を振りかぶって突進してきた。

「ハッ、この俺たちにこん棒って！　いや、悪いね」

　フレッドはいとも簡単に剣先でこん棒を薙ぎ払い、盗賊がひるんだすきに馬のひずめで蹴とばした。

「こンのぉ！」

　一人やられても、次々と踊りかかって来る。オーガストは生け捕りにすべく、ひらりと馬から降り、切れ目のない動作で男たちを剣の柄で叩いていった。

「うぐああ！」

　切れないので死ぬことはないが、かなり痛い。次々と男たちが崩れ落ちていく。

「よっしゃあ、この女は俺がいただくぜ！」

　そんな中、オディールにただ一人、剣をもった盗賊が背後から近づいた。目ざとく気が付いたオーガストは、盗賊を阻止せんと身をひるがえした。が。

「へへへ、剣でやりあって勝てるわけねぇからなぁ！」

　盗賊はそう言って、オディールが乗っている馬の首根っこに、短剣を振り下ろした。

「させるものですかっ」

　気が付いたオディールは手綱をぐいっと引いて短剣を避けた。が、馬は彼女の指示と目の前の短剣に驚いて、棹立ちになった。

「落ち着くのよ、きゃあッ！」

　新米騎士のオディールには、恐怖におびえる馬を御す術はなかった。しかしオーガストは、オディールが地面にたたきつけられる前に、その体を片手で受け止めると、盗賊の短剣を籠手をつけたもう一方の手で受けた。

「くっ……騎士め！」

　一太刀浴びせられなかった盗賊は悔しそうに顔をゆがめたが、にやりと笑って剣を引き、突きの姿勢を取った。

「その手を、装備ごと貫いてやらぁ！」

　盗賊の卑劣な突きが、オーガストの手の甲にかすったその時。間にフレッドの剣が割って入った。

「おおっと。そこまでだぜ。もうあんたが最後の一人だ！」

　フレッドが盗賊の剣を地面へと弾き飛ばし、足を払った。

「ぐぅ！」

　盗賊は膝をつき――とうとう全員がお縄となった。オーガストは彼らを縄でてきぱきと馬につないだ。

「よし、彼らを騎士団の牢屋まで連れ帰る。オディール、怪我はないか」

　茫然と立ち尽くしていたオディールは、はっとして頭を下げた。

「も、申し訳ありません隊長。足手まといになり……」

　それにフレッドが答える。

「気にしなくていいよ。最初は皆そうよ。ところでダイアモンドヘッドちゃん、歩けそう？」

　驚いてしまった馬をなだめながら歩かせつつ、オディールがしんがりをつとめ、オーガストたち一行は盗賊を連れて騎士団詰所へと引き返した。

　盗賊たちに厳しく目を光らせながらも、オーガストは内心、フレッドの言った通りだと思った。

（これで、薬草の調査は後回しだ……はぁ）

　盗賊たちを牢にぶち込んで、報告や後処理を済ませれば、もう夜になってしまうだろう。

　早くラントレア家の冤罪を晴らして、シャンティとは別れなくてはいけないのに、また一歩遠のいてしまった。









　その晩、再び夜遅くに帰ってきたオーガストを見て、シャンティは談話室から飛び出した。

「オーガスト……！」

　するとオーガストはマントを脱ぎながら、少しうんざりしたように言った。

「こんな時間まで、待ってなくてもいいと言ったのに」

　するとシャンティは心なしか胸を張って言った。

「ええ！　私お待ちしていたわけではありません。談話室で刺繍していただけですのよ」

　この屁理屈に、しかしオーガストは肩をすくめた。一方、まじまじとオーガストを見たシャンティは驚いた。

「ど、どうしたんですの。騎士服が砂ほこりにまみれて……それに、血！　血もついているではありませんか」

　シャンティは心配になって、彼の手を取ろうとした。

「お怪我は？　何があったのですか？」

　オーガストはよけようとしたが、シャンティはしっかり彼の手を握っていた。

　オーガストは目をそらした。

「どうということもない盗賊を捕まえただけです。お気になさらないよう」

　するとシャンティは、オーガストの手を見て気が付いた。

「まぁ……！　け、怪我なさってるわ。大変……！」

　すぐに手当しないと！　とつぶやいて、シャンティはバタバタとメイドを呼びに行った。その姿を見て、オーガストはふぅ、と息をついた。

（たかがかすり傷、そんな大騒ぎするようなものでは……）

　しかしシャンティはすぐさま手当用具一式をもってきて、オーガストをソファに座らせた。

「今消毒して、包帯を巻きますわ」

「いや、結構です。洗えば治る」

　するとシャンティはきっと目を吊り上がらせた。

「いけません！　こんなに深く切れていますわ。ほうっておいたら大変なことになりますわよ！」

　有無を言わさない剣幕に、オーガストは従わざるを得なかった。

（まぁ……仕方ないか）

「ほら、こちらでまず傷を洗い流しましょう」

　お湯を張った錫すずの洗面器に手を導かれ、彼女がそうっと清潔な手布で傷をぬぐう。その手つきは、まるで壊れ物を扱うような繊細なものだった。

「い、いたく、ないですか……？　ああ、こんなにいっぱい血が……」

　おろおろしながら、泣きそうに言うのを、オーガストはなんとも言えずただ聞いていた。

（手の甲は皮膚が薄いから……少しの傷で大量に血が出るだけで、大したことでは）

　しかし、箱入り娘のシャンティからすれば、けが人などそうめったに見るものではないだろう。

「……なにもあなたが、こんな事をなさらなくても」

　するとシャンティは、首を振った。

「い、いいえ！　他のメイドたちには任せられませんわ！」

　断固とした口調で、傷をぬぐい終え、乾いた布で包んで拭く。

「この家で、オーガストの手に触れるのは……その、私でないと……」

　何か口の中でごにょごにょ言っているが、オーガストは神経を集中して聞こえないふりをした。

「ほんとうに……大変なお仕事ですのね」

「いや、まぁ」
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　シャンティがたどたどしい手つきで、木綿の布に消毒液をしみこませ、傷をぬぐう。昔はぷくぷくと可愛らしかったその手は、いまやすんなりと淑女らしい、白魚のような手に成長していた。

　オーガストはぐっと唇をかみしめ、その手から目をそらした。

（本当に……あなたは、大人になった。今やレディだ）

　もう昔とは、違うのだ。それなのに彼女は、昔と同じ目でオーガストを見上げて、憧れのまなざしで見つめてくる。

（昔とはもう違う……俺はあなたに、触れてはいけないのに）

　オーガストは唇を噛んだ。彼女の手のぬくもりをこうして感じていることが、辛く感じられる。

（早く……終わらせてほしい）

　オーガストは思わず目をつぶった。するとシャンティの触れてくる指先がいっそう鋭敏に感じ取られ、背中がぞくっとあわ立つような心地がする。かえってまずかった。

（ダメだ！　くそ……こういう時は……どうでもいいことを考えるんだ……！）

　明日の仕事、食堂のメニュー、調子に乗ったフレッドの変顔……を、目をきつく閉じたまま、思い浮かべる。

　消毒を終え、傷に包帯を巻きはじめたシャンティは、そんなオーガストに心配そうに聞いた。

「大丈夫ですか……？　痛くはありませんか？」

「ああ」

「きつくはありませんか？」

「大丈夫だ」

　最後、包帯を巻ききったところで、シャンティが切れ端を結ぼうとし、オーガストはやっと安心した。

（これで終わりだ）

　しかしシャンティは、その手を止めて、笑った。

「ああ、もう終わってしまいました。もう少し……こうしてオーガストの手を握っていたかったのに」

　その笑みは、すこし寂し気で――オーガストはさらに唇をグッとかみしめたあと、手をそっと彼女から引き抜いた。

「ありがとうございます、お嬢様」

　すかさず立ち上がろうとしたところに、シャンティが声をかける。

「あ、あのね、オーガスト」

　無視するわけにもいかない。

「なんでしょう」

「その、私も名前で呼んでいるのだから、オーガストも私のことを、名前で……呼んでくれないかしら」

　たっぷり沈黙したあと、オーガストは答えた。

「……承知しました。ラントレア公爵令嬢様」

「違いますわ!!　私は今は、ラントレアではなくカーニッツです！　それに、そう、そっちじゃないです!!」

「ファーストネームで、とおっしゃるのですか？」

　すると彼女は力強くうなずいた。

「そうです……！」

「では、シャンティ様」

「様はいりません」

　断固とした口調だったので、オーガストは諦めた。

「シャンティ。これでいいですか」

　彼女が両手を胸の前で握って、その口がぱっと開く。まったく子どもみたいに、嬉しそうな顔だった。

　それを見て、オーガストは顔をしかめた。

（こんなことで……そんな無邪気な顔をして、喜ぶなんて）

　自分がひどく悪い事をしている気がして、いたたまれなくなる。

　しかしオーガストの内心など知らず、シャンティはほくほく顔で言った。

「ああ……！　うふ、そう、です！」

「では俺はこれで」

　彼女がもう一回――などと言い出す前に、オーガストはそそくさと退散した。






　その背中を見送り、シャンティは一人にやけていた。

（シャンティ……って、呼ばれちゃったわ……!!）

　かなり無理やりではあったが、呼んだは呼んだ。

（う……嬉しい！）

　本当は一回だけでなくもっと呼んでほしかったし、いつかは『シャシャ』とも呼んでほしいが――

（今はまだよ、段階を踏んでいかないと）

　シャンティは自室へ戻って、ベッドの上で手帳を開いた。

「名前を呼ぶ、呼んでもらう――も、達成！」

　次は手をつなぐ、一緒に食事……などだ。正直少しハードルが高い。まるで毎シーズンごとに送られてくる、百貨店のカタログのようだ。後ろのページにいけばいくほど、金額が高く、素敵なものが載っている。

（でも……諦めないわ！）

　少し遠回りしても、何か二人の距離が近づくような作戦はないだろうか……そう考えて、シャンティはいい事を思いついた。

「そうだ……！　明日は早起き、しなくっちゃ」

　わくわくしながら、シャンティは手帳をしまって横になった。






「はぁ…」

　騎士団詰所の昼休み。オーガストは裏庭のベンチでため息をつきながら、籐とうで編まれた小さなバスケットを開いた。

　中には、油紙につつまれたチキンサンドが鎮座していた。スモークしたジューシーなチキンと新鮮なレタス、それにスライスした玉ねぎなどがどっさりと、厚手のライ麦パンに挟まっている。成人男性であるオーガストの手のひらに収まりきらないくらいの、立派なチキンサンドだった。

「厨房のコックと一緒に、早起きして作りましたの！」

　そう言って、ランチボックスを差し出してきた彼女の目は、いつものようにキラキラしていた。

　――昼食は、いつも外で済ましているからいらない、ということもできたはずだが、彼女の後ろで首を振るコックと、そしてなにより、期待をこめて見上げてくる彼女自身の目を見ていると、そういうこともできず……受け取ってきてしまった。

（ええい、たかが昼食じゃないか）

　チキンサンドひとつであれこれ思い悩んでいる自分が嫌になり、オーガストはガッとパンに食らいついた。

　食べ応えのあるパンの、ざくっとした食感に、焦がしたオニオンソースがからんで、さらにスモーキーなチキンの味わいが口の中に広がった。

　オーガストは目を見張った。

（冷めてるが……美味しいな）

　これなら、騎士団の食堂で出される昼食よりもずっと上等だ。

　そう思いながら、一人サンドにかぶりついていると、ふいにオディールがやってきた。

「あれ、隊長？　食堂にいないとおもったら、ここですか」

　オーガストは肩をすくめた。

「ああ、まぁな。君は裏庭になにしに？」

　するとオディールは、ポスターの束と糊のりのバケツを小脇に抱えていた。

「街の所定の場所に、これを貼りに」

「ああ、ムーンフェスティバルのポスター。もうそんな時期か」

　ムーンフェスティバルは、毎年秋に行われるお祭りだ。古来は収穫祭と呼ばれていたらしいが、今は王国の記念日とも兼ねており、国を挙げて三日三晩を祝う。当然乱闘や災害を防ぐため、騎士団も一丸となって祭りに関わる。主催側と言ってもよい。

「毎年、大変らしいですね」

　新米のオディールには初体験だろう。オーガストはうなずいた。

「ああ。徹夜で警備に当たる日もある。体力勝負だから、前日はたくさん寝ておくといい」

　するとオディールは控えめに言った。

「あの……でも、一日は、フェスティバル中に休暇をもらえると聞きました。そうなんですか？」

「ああ。騎士も、家族とともにフェスティバルを楽しめるよう、交代で勤務する決まりとなっているな」

　するとオディールは、たっぷりためらった後、切り出した。

「あの、隊長は、奥様と出かけるご予定は……？」

　そう言われて、オーガストは面食らった。

「考えてもいなかったな。なぜだ？」

「それは……それはその」

　オディールは地面に目線を落とした。

「もし……もし隊長にご予定がないのならば、その、私と……」

　その申し出をきいて、オーガストは少し考えた後きいた。

「君はご家族は？　……ああ、地方出身だったか」

「そ、そうなんです。田舎から出てきたので、友人もいなくて……だから、その」

　オーガストは深くうなずいた。

「なるほど。君は宿舎住まいだったものな。それならばぜひ、ご両親をフェスティバルに呼ぶことを勧めるぞ。君の地元のフェスティバルも素晴らしいだろうが、ここ、ソーンフィールドのムーンフェスティバルはまた格別だ。今ならまだ宿屋も空いている。押さえておくといい」

　オーガストは手帳にさらさらと宿屋の住所を書きつけて、渡した。

「ご両親もさぞ、立派な娘の騎士姿を見たいだろう。そうだ、案内はフレッドにたのむといい。どうせムーン休みに彼はろくなことをしないのだから、君のご家族を案内する方がよほど有意義だろう」

「ろくなことって……」

　オーガストは首を振った。女性に聞かせたい類のものではない。

「いいや。フレッドには俺から頼んでおこう」

　するとオディールはものすごい勢いで首を振った。

「い、いいえ！　大丈夫です！　彼の手を借りるのは悪いので……！」

「そうか？　遠慮はいらな……」

「いえ！　では私、ポスター貼りに行ってまいります!!」

　ぱさっと数枚ポスターが落ちる勢いで、オディールは脱兎のごとく、裏木戸から行ってしまった。さすが俊足を売りに入団しただけある。

「ふぅ……残念だったなフレッド」

　フラれたようだぞ。そう思いながら、オーガストは残りのチキンサンドをすべて腹に収めた。

（美味かった。だから……というわけでもないが）

　オディールに誘われたとき、うなずけなかった。

　当然、隊長として騎士たちをまとめるオーガストからすれば、部下の女性騎士と良い仲になるなど、もってのほかだ。仕事の支障になるし、士気も下がる。

（だが……そういった事情より前に）

　もし、自分がオディールの誘いを受けて一緒に祭りにいけば、シャンティはどんな顔をするだろう……と、ふいに思ってしまったのだ。

　きっと、喜ばないに違いない。それどころか、悲しむだろう。

（……俺は、彼女の気持ちを知っている。知っていて……冷たく接している）

　好きでそうしているわけではない。本当は、シャンティを傷つけたくないのだ。

（だから、無駄に彼女を悲しませるような真似は、さすがにしたくない……と思う）

　はぁ、とため息をついてバスケットを閉じると、ふいにオディールが落としていったポスターが目に入った。

　明るくまるまるとした満月の下で、色とりどりの旗が吊り下げられ、花火が上がっている。それを楽しそうに見る紳士や、花飾りをした淑女や、飾り帽子をかぶった子どもたち。ランタンの下で踊る男女もいる。

　そのポスターを拾い集め、ふと、オーガストの脳裏に、空想の光景が浮かぶ。

『オーガスト行きましょう！　あっちに何かあるわ！』

　シャンティはきっと、祭りに連れていけば喜ぶだろう。彼女は楽しいことを見つける天才だ。お菓子やダンス、大道芸などすべての楽しみを、オーガストも手を引かれて味わいつくす事になるだろう……。

　昔みたいに。

（……なんてな）

　オーガストは肩をすくめて、裏庭をあとにした。

　ムーンフェスティバルに彼女を連れていくのは、オーガストではない。彼女は未来の夫と、きっと祭りを楽しむのだから。

（いくら欲しいものがあっても、手に入らないものもある……それが人生というものだ）

　子爵家の次男として育ったオーガストは、幼いころより分をわきまえていた。がむしゃらに努力しても、泣きわめいても、無理なものは無理なのだ。それならば、すっぱりと切ったほうが楽というものだ。

（この境地にいたるまではけっこう時間がかかったが……それも、シャンティのおかげかもしれない）

　シャンティは、オーガストにとって、動いて喋る、美しい温室の白薔薇だった。恐ろしいものや悪い事に一切触れずに、両親の愛情に包まれて育った彼女の口からは、コットンキャンディのように甘く優しい言葉しか出ない。彼女のいる世界は、花が咲き乱れ常に虹が空にかかっている、おとぎ話のユートピアのような世界だった。

（存在じたいが奇跡みたいな……夢みたいな女の子）

　彼女と一緒にいると、まるで天使と一緒にいるような気持ちになった。幼い彼女はただ無邪気に、オーガストを遊び相手としていただけだったが、オーガストにとっては、それは貴重な時間だった。

　彼女の無邪気さは、まっすぐに自分を求めてくれるその瞳は、ささくれだっていた思春期のオーガストの心を溶かした。

　子爵家の次男として、常に有事の際の補欠として扱われてきた自分でも、シャンティにとっては違うと。彼女にとっては、身分など関係なく、ただオーガストとして必要とされているのだと言われた気がして。

　しかし、無邪気な天使は、人間の女の子でもあった。時期がくれば、両親の決めた婚約話が持ち上がり――そして彼女自身も、少女らしく、恋に焦がれるようになる。

（そんな時期に――たまたま側にいた、年齢の近い俺に、情が向くのは自然なことだが、許されることではない）

　シャンティの恋情が、自分に向いている。嬉しくないわけがなかった。色づいた無垢の果実を自らの手でもいで、思う存分貪りつくして、自分だけのものとしたい――そんな危険な衝動に何度も襲われて、そのたびに唇が切れるほどにかみしめて、己を律した。

　自分の中のこの獣のような衝動を、オーガストは嫌悪した。

（ダメだ……シャンティ。俺なんかを、好きになるべきじゃない。君は間違っている）

　彼女の少女らしい恋慕を手放しで喜べるほど、少年のオーガストは無邪気な性格ではなかった。

　もし、彼女が一時の気の迷いで、オーガストとそんな関係になったら、彼女は確実に不幸になるだろう。家に逆らって駆け落ちした令嬢の末路など、どれも悲惨なものばかりだ。

（シャンティを……あの純粋なシャンティを、そんな目にあわせるわけには、いかない）

　それに気が付いた時、オーガストは大人になった。自分の立場に内心反発し、反抗心を抱いていた気持ちが消えて――己の立場を、心から理解するようになったのだ。

（人にはそれぞれ、もって生まれた立場がある。シャンティはシャンティで、俺は俺で――精一杯、その人生をまっとうしていくしか、ない）

　シャンティが――およそこの世の中で、もっとも美しく無垢な彼女が、自分の存在を手放しで受け入れて、肯定してくれたことによって、オーガストは反吐が出るほど嫌いだった自分の立場を、まるごと受け入れることができるまでに、成長できたのだった。

　ゆえに、ガラスの温室で育つ美しい薔薇は、オーガストが触れて良いものではない。オーガストは自ら身を引き、シャンティと距離を取るようになった。

　今回のフィッツローズ家の騒動で偽装結婚などすることになってしまったが、その基本原則は何ら変わることはない。

（俺が彼女のためにすべき事は、この結婚期間、彼女を守り通して、無傷のままご両親に返す。それだけのことだ）

　甘いノスタルジーを断ち切るように、オーガストは思考を切り替えた。

（シャンティには申し訳ないが――ご両親から彼女を預かっている以上、危険にさらすわけにはいかない）

　三日三晩続く祭りは、とうぜん大騒ぎになる。強盗や、婦女子に暴行を働く不届きものを捕まえるのが、騎士団の主な仕事となるくらいなのだ。

（彼女には、今年のフェスティバルは三日間、家にとどまっていてもらわねば）

　はぁとため息をついて、オーガストは昼食を終え仕事に戻った。

　ムーンフェスティバルの前に、なんとか先日見つけられなかった薬草を見つけたいものだ。できるだけ早く予定を組みなおさねば。






「ねぇ、ナナ……」

「はい、何でしょう」

「オーガストは、私の用意した旅のランチ、喜んでくれた……かしら」

　昼下がり、アフタヌーンティーを飲みながら、シャンティはふと傍らにいるナナに聞いてみた。

　オーガストは先日から、出張に出て留守だったので、ちょっと不安だったのだ。たっぷり、同行の騎士の分も渡したのだが、味は大丈夫だったろうか。

「いつもは毎朝もっていってくれるし、帰ってきたら御礼も言ってくれるのだけど……ほら、今回は帰ってこないから感想がきけなくて」

「大丈夫ですわ、奥様。きっと帰ってきたら、おいしかったと言ってくださいますとも」

「そうね……」

　先日から作戦を『遠回りでも確実に』作戦に切り替えて、シャンティはお弁当を渡す以外は、必要以上に関わらないようにしていた。

　なぜなら、リストの後半の願いを叶えるためである。

（オーガストとお酒を飲んだりしてみたい……し、一緒に、出かけたい！　もの！）

　名前を呼んだり手をつないだりすることは、頼み込んでさせてもらったが、さすがにお出かけやお食事は、そうとうな理由がないと、オーガストは了承してくれなさそうだ。

（あの硬派なオーガストが、いくら頼んだって、お出かけなんてしてくれそうにないし、お祭りなんて……）

　ムーンフェスティバルの時期が近づいてきている。当然シャンティはオーガストと一緒のお出かけを望んでいた。

　が、危ないから家にいてください、としかめっ面で言うオーガストが、ありありと目に浮かぶ。

（でも、でも……！　諦めたくないわ）

　そこでシャンティは、古典的な手に出たのだ。

（何かを得るためには、それと同等の対価が必要……って言うじゃない）

　ただ一方的にお願いするのでは、効果がない。何か対価を差し出す必要があるのだ。

（それが！　毎日のランチというわけよ……！）

　正直言って、オーガストは求めていないだろうが、それならば、とシャンティはコックと腕によりをかけ、話し合いを重ね、食堂に負けない、いや、この町で一番美味しいランチを、と気合を入れて作っているのだ。

（私たちも毎回試食して、ちゃんと美味しいって証明されているもの）

　迷惑は迷惑かもしれないが、美味しいものに罪はない。

（オーガストはちゃんと食べてくれてるから、対価は受け取ってくれてるのよ！）

　それならば、きっちり回収――いや、毎日の美味しさに免じて、シャンティのお願いを少しは聞いてあげよう、という気持ちになるかもしれない。

（一方的な作戦だけど……なにもしないよりは、ましよね？）

　正直言って、彼の役に立つ方法が、これ以外思いつかなかったのだ。

（とほほ……ね。公爵令嬢なんて、こんな時、何の役にも立たないんだわ）

　せめて、刺繍と厨房での立ち振る舞いを身につけていてよかった、とシャンティは思うことにした。

（それにね、あと一つ、切り札があるのよ……）

　シャンティは、今年成人を迎えた。だからこそ今年結婚することも決まっていたのだが、成人すると、貴婦人には様々な特典が与えられる。それは――

（夜間、同伴があれば出歩いてもいいようになるのよ。夜会にだって出れるし、お祭りだって……）

　初めての、ムーンフェスティバルの夜なのだ。いままで昼下がりにすごすごと退散していたのが、今年は花火まで見られるのだ。

（初めてのお祭りの夜……一生に一度しかないから、連れて行ってほしいって、お願いしてみるの）

　多くは望まない。一緒に花火を見るだけでいい。

（いえ……ほんとは一緒にダンスしたいし、屋台のお菓子も食べたいし、お化け屋敷にも入ってみたいし……花飾りも、選んでほしい）

　くぅぅ、と思いながらシャンティは目をぎゅっとつぶった。

　連れて行ってもらうだけでも無理筋なのに、この希望を全部叶えてほしいと思うのは、さすがにわがままが過ぎるというものだろう。

（取捨選択して……どれか絶対にやりたいことを……三つ……いいえ多いわ……でも一つは……くぅぅ、それなら二つ！　二つよ！　選ばないと）

　眉間にしわをよせて、シャンティは考え始めた。

（花火は見たい……それは絶対！　あと一つは……）

　体が密着するダンスは、断られる可能性が高い。お菓子は、家でも食べられる。お化け屋敷も惜しいが……もし、選ぶとすれば。

（花飾り……選んでほしい。大人になったんだもの）

　ムーンフェスティバルでは、子どもは船のような形の、紙でできた飾り帽子をかぶるが、女の子は、レディと呼べる年頃になったら、花飾りを髪につけることができるようになる。

　なかなかこれをつけることは勇気がいるのだが、女の子なら一度は、憧れるものであった。

　なぜなら、ムーンフェスティバルの花飾りはただの花飾りではないからだ。

　小さなキャンディの形をしたクラッカーがついていて、職人のからくり仕掛けにより、夜になっていくらかすると、ぱっと割れるようになっているのだ。

　これは一種のゲームで、クラッカーが割れた女性には、恋人、夫、ないしはその一番近くにいる男性に、キスする権利が与えられる。

　夜になると、花火の下で仲を深め合う男女がそこかしこに現れる――ということだ。

（だから、今年の私は、オーガストと結婚している。つまり……）

　クラッカーが割れれば、合法的にキスできるというわけだ。

（こ、こんな美味しい話、逃す手はないわ……ッッ。いえ、彼が本当にキスしてくれるとは、思わないけど！）

　でも、リストの一番最後――信頼を込めて頬にキスくらいは、してくれるんじゃないだろうか。

　ならばどうしたって、あのにぎやかでカラフルな花飾りを、祭りの夜はつけていたいのだ。

　もしいつか、両親の決めた誰かと結婚するにしても――祭りの夜の風習にかこつけたキスくらい、許されたっていいだろう。

（思い出にしたいの……一生の……だから、いいよね）

　そのためにも、毎日のお弁当作りを、もっと頑張らねば。シャンティは決心して、思いついたレシピを手帳にいくつか書きつけ、ベッドへと入った。






「これがクリスタルグラスじゃが……おぬしら、森から持ち去る気か」

　森にすむ隠者が、オーガストたちに向かって疑わし気にそう言った。彼が杖先でかきわけた草むらの中に、ぽうっと薄水色の花が群生していた。

　ここにたどり着くまで、数日かかった。

　――やっと森にすむ隠者を見つけ出し、しぶしぶ花のところまで案内してもらったはいいが、もうひともんちゃくありそうだ。オーガストは老人の前に進み出た。

「これがクリスタルグラスか。感謝する」

「持ち帰るつもりか！」

「麻薬中毒になってしまった人々のために、大量に栽培しなくてはならない。すべては採っていかない故、どうぞご了承いただきたい」

「へっ。騎士様っていうのは横暴だなぁ！　昔とかわらん！」

　昔なにがあったのか、老人はくどくどとオーガストに向かって愚痴を言い始めた。

「お前ら王の飼い犬どもに、わしら民草はいつも苦しめられとる！　十年前も、二十年前も――」

　オーガストは老人の愚痴をすべて、真摯な態度で傾聴し――そして、切り出した。

「ご老人、あなたの名前をうかがってもいいか」

「なんじゃ!?　国王に告げ口でもして、わしを森から追い出す気か!?　いいぞやってみろ！　このわし……隠者ゲオルグは一歩も引かん！」

　オーガストは頭を下げた。

「ゲオルグ殿。あなたの心遣いと案内に、感謝する」

　そしてすかさず、懐から用意していたものを差し出す。

「国王からの御礼状と、心ばかりの謝礼を受け取ってほしい」

「い、いやいや、わしはそんなもんは受け取らんぞ!!」

　隠者は拒否しかけたが、オーガストは膝をついて目線を下げて、老人の目を見つめた。

「どうか、ぜひ」

　数十秒、オーガストは老人から目をそらさなかった。あくまで乞う立場という気持ちを崩さないように、真摯に見つめる。すると……ようやく隠者も眉間の皺を解いて、しぶしぶ差し出されたものを受け取った。

「ふん。そ、そこまで頼むなら……仕方がない」

「重ねて礼を申し上げる」

　隠者はふんと鼻を鳴らしたが、まんざらでもない表情だった。それを確認して、オーガストは皆に指示を出した。

「さて皆、これらを持ち帰ろう」

　連れてきた宮廷園芸師は、持ってきた特殊な鉢に、土ごと花を詰め始めた。フレッドはたくさんのその鉢を、重ならないように器用に荷台に並べて、幌をかけながら冗談を飛ばした。

「いいなぁ。じいさん相手にも、美男の視線は効くんだな。俺にゃあ使えない技だ」

　オーガストは肩をすくめた。

「何をバカなことを。誠心誠意説得をしただけだ」






　たっぷりの成果を載せて、荷台は出発し、ソーンフィールドに帰りつくころには日が暮れていた。厳重に管理された騎士団のある施設へ園芸師と鉢を送り届け、三人はやっとの事でこの仕事を終えた。薬草探しに思ったよりも日数がかかったせいで、もうムーンフェスティバルは明日に迫っていた。騎士団詰所も祭りの前夜で皆居残り、がやがやしている。

「冗談じゃない、これ以上残業してたまるか！」

　そのフレッドの言葉に、オーガストも内心同意した。

「俺たちはいったん帰って、明日出直そう。な！」

「そうだな」

　オディールは宿舎に、フレッドとオーガストは宮廷を出て、並んで家まで歩き出した。

　フレッドがてくてく歩きながら、はぁーっとのびをした。

「あー、おわったおわった。やっと帰れる」

「あとは苗が無事に育って、短期間で薬を精製できるといいのだが……」

「それはもう、俺たちじゃなく園芸師と薬師の仕事でしょう。もっと喜べよ、これで隊長も奥様の待つ家に帰れるんだぞ」

「くつろぐ暇はない。明日からムーンフェスティバルだ」

　そう言うと、フレッドは盛大に肩を落とした。

「はぁぁ～。ったく、人使いが荒いぜ……」

　そして、ふと気が付いたようにフレッドはオーガストを見た。

「そう言えば、いただいたランチ美味しかったなぁ。これは奥様にお礼を言わないとな」

「……俺から伝えておく」

「なんだ水臭い、直接伝えさせていただくよ」

　調子づき、家までついてこようとするフレッドに、オーガストは辟易した。

「お前の家はあっちだろう」

「いやいやいや。いいじゃないか、友人のよしみだろう。公爵家のお嬢様の顔を、俺も拝んでみたい」

　フレッドはおせっかい焼きでお調子者の面があるが、そんな彼には幾度となく助けられてもいた。あまり無碍むげにもできない。

「……中には入れないからな」

　ため息をつきたいのを我慢して、オーガストはフレッドを伴って家の門をくぐった。玄関の前に立つと、すでにシャンティが待っている気配がする。

（……待っていなくていいと伝えたのに）

　そう思いながら、身構えてドアを開ける。

「おかえりなさい、オーガスト！」

　夜も遅いというのに、昼間のように美しい気品ある装いのシャンティが、満面の笑みでオーガストを迎える。クリーム色のドレスに、白いレースのリボン。

　夜なのにまぶしくて、思わず目をそらす。

「……ですから、待っていなくても」

　低くつぶやくと、その横からひょこっとフレッドが顔を出した。

「初めまして、隊長の奥さま」

　なれなれしいフレッドに対して、シャンティは無邪気に首を傾げた。

「あらっ、こちらは……？」

　フレッドがにやっと笑って、頭を下げた。

「カーニッツ隊長と同じ隊の、フレッドです」

　するとシャンティは目を輝かせてフレッドとオーガストを交互に見た。

「まぁ！　同僚の方ですのね。いつもお世話になっております」

　控えめに頭を下げるシャンティに、フレッドは愛想よく話しかけた。

「いえいえ、お世話になっているのはこちらのほうで。サンドの差し入れをありがとうございました、奥様」

「召しあがってくださったんですね！　嬉しいです。お役に立ててよかった」

「大変美味しかったです、皆が喜んでいました」

　ほっとしたように、シャンティは微笑んだ。

「良かったです……」

　その微笑みを見て、フレッドが調子づく。

「いやいや……どんな奥様かと気になっておりましたが、こんなにお可愛らしい方だとは」

「えっ？　そんな……」

　なおも何か話しかけようとするフレッドを、オーガストはさえぎった。

「ではフレッド、また明日」

「なんだよぉ。もう少し話してもいいじゃないか」

「明日からまた忙しくなるんだぞ。ムーンフェスティバルだ」

　切り札のようにその単語を出すと、逆にフレッドは勢いづいた。

「そういえば奥様は、ムーンフェスティバルには行かれるので？」

　すると、ビクッとシャンティは肩を震わせた。

「えっ、それは、その、許されるなら……」

　ため息をつきたくなるのをこらえながら、オーガストは噛んで含めるように言った。

「申し訳ないが、それは許可できない」

　すると、シャンティが何か言う前に、フレッドが割り込んできた。

「ええ？　なんで行かないの？　そのために俺たちの休暇があるっていうのに」

「危険だろう」

　するとおいおい、とフレッドは驚いた。

「そりゃ、そんなの、隊長様自らが隣について守ればいい話でしょ！」

「だが……」

　オーガストはちらりとシャンティを見た。大人しく諦めてくれるといいのだが――

「あの、ダメでしょうか。少しだけでいいんです。私――今年からやっと、夜の花火を見られるようになったんです」

　オーガストは首を振った。しかしそこに、フレッドが割って入る。

「おお！　奥様は今年成人なさったのですね。ということは、今年が一生に一度の、初めての花火！」

　助けを得たとばかりに、シャンティがうなずく。

「そうなんです。夜空に上がる花火を、ずっと楽しみにしていたんです」

　この流れはまずい――。オーガストはそう思ったが、もう遅かった。フレッドがオーガストをけしかける。

「危険だからなんてつまらない理由で我慢させるのは、あんまりだぞ。連れて行ってやるべきだ」

「いや、だから」

　彼女とは偽装結婚で、あくまで自分は本物の夫ではないのだ――。だが、それをこんな人前で、シャンティの見ている前で口にする事は、さすがのオーガストも踏みとどまった。

「……花火は毎年上がる。とにかく、そんなくだらない事で、彼女を危険にさらすわけにはいかない」

　すると目に見えて、シャンティは肩を落とした。オーガストは暗澹あんたんたる気持ちになった。

（がっかりさせたいわけではないのに――くそ）

　重い空気が立ち込める中、フレッドがスっとシャンティに手を差し出した。

「それなら奥様、この私がムーンフェスティバルを案内いたしましょうか」

「お前、何を」

　フレッドは肩をすくめた。

「どうせオディールを案内するんだ。一人増えても変わらないし、俺と彼女で、奥様の事はしっかり守るよ」

「どうしてそうなる！」

　するとフレッドは、若干目を鋭くした。

「お前、さすがにひどいぞ。奥様の気持ちを少しでも考えてやれないのか」

　そう言われて、オーガストは詰まった。

（俺だって、わざわざ好き好んで、彼女を悲しませたいわけじゃない……！）

　オーガストの葛藤を知ってか知らずか、フレッドはなだめる。

「そんなに心配なら、俺たちと一緒に行けばいいじゃないか。俺と、オディールと、隊長が三人で奥様を警護すれば、さすがに危険ってことはないだろう」

「だが、祭り中の休日は交代制だ。君たち二人と俺は――」

　するとフレッドは意味ありげにオーガストを制した。

「な・ぜ・か！　オディールは隊長と同じ日を休みにしていたので、彼女を案内する俺もそうってわけ。つまり三人の休日はかぶってるよ」

　三人か。そう思いながら、オーガストはシャンティを盗み見た。うつむいて、耐えるように唇を噛んでいる。

（そんなに行きたいのか……たしかに、俺とフレッド、それにオディールで警護すれば、めったなことは起こらないだろうが）

　それに、他の男女を交えて、オーガストと二人きりになることがなければ、未来の夫に咎められる危険性も低くなるのではないだろうか。

（男と二人きりの外出ではなく……あくまで騎士団を従えて、見物に行った、ということならば、彼女のご両親にも恥じる事はない）

　オーガストはそう考え、シャンティに聞いた。

「もし、どうしても行きたいというなら……三人の警護つきでなら、許可できますが」

　すると、シャンティの顔がぱっと輝く。

「本当ですか！　い、行きたいです……！」

　するとフレッドは嬉しそうにうなずいた。

「よし！　そうこなくっちゃ。それでは隊長、また明日！」

　意気揚々とフレッドは帰っていった。オーガストはため息をつきたい気分だった。

（はぁ……何事もなく、フェスティバルの期間が終わってくれればいいが）






「やった……やった！　やったわ……！」

　一人の部屋で、シャンティは快哉を叫んだ。

（すごい……こんなにすんなり、オーガスト様とムーンフェスティバルに行けることになるなんて！）

　正直、いくらランチを毎日渡しているからと言って、彼が簡単にうなずいてくれるとは思っていなかった。

（それとこれとは関係ない、危険は危険だ、あなたは本来なら謹慎している身なのですよ――とか、絶対いうと思っていたもの）

　実際、危険を盾に、オーガストはフェスティバル行きを拒んだ。しかし。

（同僚の人が、ランチのお礼を言いにきて、その上説得してくれるなんて……ッ！）

　まさかこんな風に、差し入れが役に立ち、努力が実を結ぶとは。

　ここ数日間、頑張って厨房に立ち続けてよかった、とシャンティは心から思った。

（欲しいものが、思ってもいなかったところから叶えられる、なんてこともあるのね……！）

　こんなラッキーが起こるなら、もっと普段から、自分の行いを良くしていこう……と、シャンティは殊勝に思ったが、次の瞬間るんるんと踊るようにクローゼットの前に移動していた。

（ああ、どんなドレスで行こうかしら！　初めての、ムーンフェスティバルの夜……！）

　例の同僚、フレッドと、オディールという名前の女性騎士とその親族が一緒だというから、あまり華美な装いは避けるべきだろうか。

（だって、オーガストの同僚の方々には、好印象でいたいもの……ね！）

　そう思いながら、クローゼットを開ける。公爵家を出る時に持ってきた数着のドレスが入っている。肩が開いた夜会服に、逆に喉元まで襟で隠れる、教会用のドレス――。さまざまなドレスを手に取って、シャンティはうーんと悩んだ。

「どうしよう、決まらない……！」

　ひとつひとつ精査して、シャンティははっと手を止めた。

「そうだわ、これがあった」

　淡い桃色の、たっぷりと袖にフリルが施された愛らしいドレス。スカートはふわりと広がるロマンチック・スタイルで、慎しみがありつつ動きやすい。

「……うん、いい感じじゃないかしら！　帽子があれば、もっといいけど……」

　ドレスを合わせて鏡を見て、シャンティはにっこりした。

「ムーンフェスティバルに帽子は邪魔だわ。花飾りをつけるんだもの！」

　どうにかして、オーガストのキスを手に入れるのだ。シャンティはいそいそとドレスをしまって、その時に想いを馳せながら、眠りについた。

（ああ、楽しみ……！）

















第三章――どうして俺の忍耐を試すのですか












　オーガストの休暇は、ムーンフェスティバル最終日であった。二日間、家の中で花火の音を聞きながら、待ち遠しい思いで過ごし――三日目の夜、やっとシャンティは出発の時を迎えた。昼下がり、シャンティはいつもの数倍時間をかけて身支度をし、玄関へと下り立った。

「お待たせしました、オーガスト」

「いえ、まだ約束の時間前なので――」

　夕刻、フェスティバルの夜時間と切り替わる時間に、フレッドたちがこの屋敷まで迎えに来てくれることになっている。

　桃色のドレスに身を包んだシャンティは、期待を込めて彼を見上げたが、オーガストは眉一つ動かさなかった。

「その恰好では寒いのでは？　上着をもっていった方が」

　がく、と力が抜けそうになったのを、シャンティは持ち直して微笑んだ。

「いえ！　大丈夫です、意外と暖かいんですよ」

「ならいいのですが」

　そう言いながら、オーガストはちらりと時計を見た。シャンティにまったく無関心そうな彼だったが、ここで引き下がるわけにはいかない。シャンティは勇気を出してねだってみた。

「あの、オーガスト、その、私、ひとつだけ欲しいものが……あって。大したものじゃないの。自分で買うわ。だからね、お願い。花火を見る前に、そのお店に寄ってほしいの」

「何の店ですか」

「ムーンフェスティバルの……花飾り」

　シャンティがおずおずいうと、ああ、とオーガストはうなずいた。

「わかりました。出店に寄りましょう」

　あっさりと彼がうなずいたので、シャンティは驚愕し、内心叫んだ。

（うそ！　やった！　き、キキキキ！　キスしてくれるって、了承してくれたって、ことよね！）

　しかし淑女らしく、その喜びを顔には出さず、シャンティは御礼を言うにとどめた。

「ありがとうございます、オーガスト」

　その時、ドアがノックされたので、シャンティははっとして開けた。

　するとそこには、フレッドと黒髪の女性が二人立っていた。

「こんにちは、皆さん……」

　シャンティは礼儀正しく頭を下げ、自己紹介した。

「シャンティと申します。今日はどうぞ、よろしくお願いいたします」

　すると黒髪の女性の一人が、シャンティの前に進み出た。

「カーニッツ隊長の直属の部下のオディールです、隣は妹のイングリッド」

　きりっとした目が、シャンティを見下ろす。シャンティよりも背が高く、よほど大人の女性という感じがした。その目は少し鋭くて、シャンティは内心少し驚きながらも、愛想よく微笑んだ。

「オディールさん、今日は来てくださってありがとうございます。せっかくのお休みなのに。イングリッドさんも」

　オディールによく似た妹は、無口なのか、わずかに微笑み、オディール自身は無表情だった。

「いえ、隊長のお呼びとあれば」

　そう言ってオディールはオーガストを見た。オーガストは少し申し訳ない顔でうなずいた。

「すまない。呼びたてたような形になってしまって」

　すると、オディールの表情は、シャンティに向けていたのと違う柔らかいものに変化した。

「いえ……私はむしろ光栄です、その……もともと、お誘いしていたので」

　その言葉に、シャンティの耳がぴくっと反応した。

（ん??　もともと？　お誘い？）

　もしかして、シャンティが行かなければ、オーガストはオディールと二人で祭りに出かける予定だったのだろうか。

　そのことに気が付いて、シャンティは背中に水を浴びせかけられたような気持ちになった。

（オーガスト様の、本当の想い人は……この女性騎士の方、なの？）

　彼はすでに、心に決めた人がいるかもしれない。そんな可能性も考えてはいたが、実際に目の前に現れると、その衝撃は大きかった。

（そ……そっか、そうだよ、ね）

「よし、それじゃあ出発と行きましょうか」

　フレッドに促されて、皆歩き始めた。通り過ぎていく道はお祭りらしく、大道芸人や出店でにぎやかだったが、シャンティは横目でついついオディールを追ってしまっていた。

（すらっとしてて――パンツスタイルが良く似合っている。目鼻立ちもきりっとしていて、それに……）

　腰の剣は、オーガストと同じ騎士団のもの。彼女はきっと、自分の力で凛々しく戦えるに違いない。

（私とは違う……自立した女性）

　家や婚姻に縛られ、従わないと生きていけない自分とは違う、颯爽としたいでたちに、シャンティは人知れず劣等感を覚えた。

（騎士のオーガストに似合うのは、きっとこんな、かっこいい女の人だ）

　シャンティの壁になるように、オーガストとオディールの二人は目のまえに並んでいる。フェスティバルの警備について、あれこれ話している。その様子を見て、シャンティは落ちこんでしまった。

（……私、もしかしてなくても、お邪魔虫……わわっ）

　突然目のまえのオーガストが歩みを止めたので、シャンティは慌てて止まってつんのめりそうになった。

「ひゃっ……わ!?」

　すると、素早く振り返ったオーガストが、シャンティの手を掴んで支えた。

「大丈夫ですか」

「えっ!?　あ、ご、ごめんなさいね」

　シャンティはどぎまぎしながら、それでも彼から手を離せずにいると、オーガストは無表情に言った。

「花飾りは、ここのでいいですか。シャンティ」

「あ……」

　自分の考え事に夢中になって気が付かなかったが、オーガストが立ち止まったのは、花飾りの出店の前だった。

「ああ！　そ、そうね。ありがとうオーガスト」

　覚えていてくれたんだ。少し嬉しく思いながら、シャンティは店先を覗いた。リボンとキャンディクラッカーで飾られた花たちが積み上げられるように並んでいて、目移りしてしまう。

「迷ってしまいますね……」

「お姉ちゃん、私もほしい……」

　イングリッドも、細い声で姉に訴えている。

「そうね、でも成人前の娘は、花じゃなくて帽子なのよ」

　オディールがそう説明すると、フレッドは紙でできた飾り帽子を手に取った。

「君たち姉妹には俺から髪飾りを贈らせてもらおう。オディールは黒髪だから、そうだな、紫の花がいいんじゃないか」

　するとオディールは少し眉をひそめた。

「いいです、そんな」

「まぁまぁ遠慮せず」

　しぶしぶ花と帽子を受け取って、オディールは冷たく言った。

「クラッカーが鳴っても、あなたのキスはいりませんからね」

　その言葉に、フレッドは大人びた笑顔でこたえる。

「おやおや～手厳しいこと……でもまぁ、ね、隊長は新婚さんだし、俺で我慢しといてよ」

　するとオディールは唇を尖らせてそっぽを向いた。

　そのやりとりを背中で盗み聞きしながら、シャンティは気が気ではなかった。

（えっ、つつつまり……）

　オディールも、オーガストからのキスを期待して、花飾りをつけているという事だろうか。

（そ、そんな……）

　さーっと頬から血が引く心地だった。どう考えても、分の悪い勝負だ。

（そんなの、オーガスト様だって、私じゃなくて、オディールさんにキスしてあげたいに決まってる……）

　ちらちらオディールを見ながら落ちこんでいると、オーガストは怪訝そうに言った。

「選ばないんですか？　欲しがっていたのに」

　シャンティははっとして、花飾りたちに視線を戻した。

「あっ、そ、そうね！　ごめんなさい、どれにしようか迷ってしまって」

　そう言って、決められないふりをしながら、花たちを見る。桃色のカーネーション、深紅の薔薇、水色のスイートピーに、紫のライラック……美しい花たちが目に入るが、シャンティの心はとても平静に決められる状態ではなかった。

（どうしよう……オディールさんがつけてるなら……私はつけるのを、やめようかしら）

　あんなに欲しかった花飾りだったのに、ふとそんな弱気な考えが浮かぶ。

（だって……オディールさんと、オーガストのキスを取り合ったら……負けるのは私だもの……）

　オーガストは彼女には情熱的なキスをするのだろうか。シャンティ相手には絶対しないような、恋人のキスを。

　想像してしまったシャンティは、ぎゅっと目をつぶった。

（い、いや……！　それならもう、もういいわ！）

　本当の恋人たちを前に、心のこもっていないキスのおこぼれを狙うなんて、みじめすぎる。

　シャンティは目を開けて、おそるおそる言った。

「あ、あの、私やっぱり花飾りは……えっ？」

　ふわ、と髪に柔らかな感触を感じて、シャンティは目を見開いた。

　薔薇の香りが鼻をかすめる。

「えっ!?」

「動かないでください」

　オーガストが、花飾りをその手でシャンティの髪に飾っていた。

「あ……え」

　あまりの事に固まるシャンティに、店主が鏡を差し出す。

「ほら、どうぞ奥さま！　よく似合ってますよ！」

　シャンティの、ふわりと結った髪の、編み込みの部分に――白い薔薇の花飾りが、挿してある。

「え……」

　オーガストを見上げると、彼は少し気まずそうに言った。

「迷っているようだったので、試しに選んでみたのですが……気に入らなければ他のを」

　シャンティは思わず驚きに口を開けた。

「そ……そんな、き、気に入らないわけないわ……！　オーガストが選んでくれたんだもの！」

　まさかの事態であった。先ほどの落ち込みも吹っ飛んで、嬉しさにぼーっと鏡を見るシャンティを尻目に、オーガストは店主にお代を渡した。

「ではこれを頂く」

　シャンティははっとした。彼に負担させるわけにはいかない。

「ま、まって、私のものですから……！」

「はい、まいどあり」

　しかし彼は一瞬で会計を済ませ、ふと傍らのシャンティを見た。

　その目じりが、わずかに柔らかく下がる。

「……似合っています」

　普段のシャンティだったら、キャー！　と叫んでいるところだったが、あまりに立て続けのことに、小さな声しか出なかった。

「あ……ありがとう。オーガスト。とても……とても嬉しいです。一生の宝物にします」

　するとオーガストのわずかな微笑みは消え、しかめっ面に戻る。

「そんな大層なものでは」

「何を言っているの。とても大層なものよ……！」

　オーガストが、シャンティのために選んでくれたのだから。昔、花輪を作ってくれた時のように――。しかしオーガストは言った。

「公爵家の温室にあった白い薔薇のほうが、よほど質がよかったでしょう」

　実家の温室。そう。昔はあのガラス張りのサンルームで、一緒に草花を眺めてオーガストと甘い子ども時代の時間を過ごしたものだ。シャンティは嬉しくなって、なつかしさに微笑んだ。

「そうね。白い薔薇があったわね。今はどうなっているのかしら……」

　するとオーガストは別の意味にとったのか、シャンティを励ました。

「騎士団が警備しているので、庭が荒らされるような事はないはずです。あなたが早くお戻りになれるよう、俺も力を尽くしますので」

　その言葉に、シャンティは少しがっかりしながらも、微笑んだ。

　シャンティからすれば、オーガストのそばにずっといたい。けれど彼が、シャンティのために頑張っている、と言ってくれるのなら、その気持ちを無碍にすることもできない。

「ありがとう。あなたは本当に立派な騎士です、オーガスト」

　するとオーガストは、儀礼的ながら――たしかにそのととのった唇に、笑みを浮かべてくれた。

「お褒めにあずかり、光栄です」

　シャンティは切なくなった。

　押してダメなら引け――とは、よく聞く言葉だが、シャンティが一線を守った対応をすれば、オーガストも微笑んでくれるのだ。

（私に好き好き言われても、迷惑……よね）

　それはわかっていた。わかっていたからこそ、『親愛のキス』以上のものを求めるつもりはなかった。

（そうね……だからそう、節度を守ってみようかしら）

　それで彼の笑顔が拝めるなら、安いもの。シャンティは仕事の話を振った。

「陰ひなたなく力を尽くして……今も、そしてこれからも、皆の尊敬を集める騎士様であることがわかります」

「俺は……俺はただ、必要な仕事をしているだけで」

　謙遜する彼に、シャンティは微笑んだ。

「そうね。でも、騎士服をまとい、剣を下げてトレビィを捕らえに現れたときのあなたは、とても頼もしかったです。大きな権力を持つ相手にもひるまず向かっていって。きっとあなたのような人が――国を良くしていくのね」

　すると彼は、照れたのか押し黙ってしまった。そんな彼を見て、シャンティは微笑んだ。






　花飾りを買ったり、綿菓子やフルーツキャンディの屋台を見て回ったりしながらも、一行は街の中心である広場を目指した。せっかくだから、催しのある場所へ向かおう、というフレッドの提案だった。

（お祭りの昼間は行ったことがあるけど……夜の広場はどうなっているのかしら）

　小さいころ、大道芸や動物を連れたサーカスが来ていた覚えがある――。しかし、たどり着いた広場を見て、シャンティは目を丸くした。

（まぁ……素敵！）

　夕方に差し掛かり、いつもの広場はダンス会場へと変貌を遂げていた。ライラック色の夕空の下、吊り下がったランタンたちが、踊るカップルたちをオレンジ色に照らしている。

　思わずうきうきしてしまうような、陽気な音楽が流れている。シャンティは期待をにじませて、ちらっ、とオーガストを見上げた。

「あの、オーガスト……よかったら私と」

　しかし、シャンティが何か言う前に、フレッドがオディールを誘った。

「おお、せっかくだし、踊っていこうか、オディール」

　するとオディールは顔をしかめた。

「いえ、私はその……」

「ふうん。じゃあ隊長と奥様、踊ってきたらどう？」

「えっ、いいんですか？」

　彼の陽気な提案に、シャンティは顔を輝かせた。しかしオーガストもまた、取り付く島がなかった。

「いや、俺も遠慮しよう。君と妹さんたちが踊りたければ待っているよ」

　そう言って、ダンス会場の傍らにたたずんだ。フレッドは肩をすくめたあと、気を取り直してシャンティに手を差し出した。

「それなら奥様、俺と一曲どうですか」

「えっ」

「踊ってみたかったんでしょう？　そりゃあ、初めてのダンスですものね」

　フレッドは少し申し訳なさそうに、でも笑いながら言った。

「初めてのムーンフェスティバルのダンスの相手が、俺なんぞで申し訳ないけれど……でも、旦那様より、踊れますよ」

　いい人だ。きっと場の雰囲気を和ませるために、気を遣ってくれているんだろう。フレッドの屈託ない言葉を受けて、シャンティは思わず、差し出された手を取りそうになった――その時。

「待て」

　フレッドに伸ばしかけていた手を、ふいにオーガストがつかんだ。

「ひゃっ!?」

　シャンティが驚いてオーガストを見上げると、彼はすっと言い訳するように、視線をそらした。

「――フレッドと踊るくらいなら、俺がお相手を」

「い……いいんですか？」

　オーガストはため息交じりに、シャンティの両手を取った。

「仕方なくです。彼のような女たらしと二人で踊ったと知れれば、あなたの評判に傷がつきます」

「おおー。言うよねぇ！」

　不満げながらも、フレッドは愉快そうに笑って、オディールとイングリッドとともに、ダンス会場の傍らに設置されているベンチ代わりの樽に腰を下ろした。

「行っておいでよ、俺たちはここで待ってるから。ほーらオディール、そんな不服そうな顔しない！」

　するとオディールは慌てて首を振った。

「し、してません！　隊長、お待ちしていますので」









　◆◆◆






　白い薔薇を髪に飾ったシャンティは、信じられないほどに可愛らしかった。幼いころの無邪気な彼女をほうふつとさせる――が、彼女は当然、もう子どもではなかった。

（今年で成人、か……）

　ダンスでターンをすると、愛らしい桃色のドレスがふわりと翻る。金色の髪と相まって、まるで天使のようだ。

　オーガストはいつもより視線を感じていた。それも当たり前だ。シャンティのこの美しさに、すれ違う男皆が二度見していくのだ。

（くそ、いまいましい。だから外に連れて出るなど……）

　ふと腕の中に目を落とすと、シャンティは頬を真っ赤にして、嬉し気にオーガストのリードについてきている。絹の靴に覆われた小さなつま先が、たどたどしくよろけるたびに、オーガストの胸は意思に反して弾んでしまう。

　もし自分の胸の中に、彼女が倒れ掛かったら、その華奢な体を、ぎゅっと抱きしめてしまいたい――。

（白薔薇――良く似合っている）

　彼女には、無垢で高貴な花がよく似合っていた。それはつまり、オーガストが手折ってよい花ではないということ。

（許されない、そんなことは）

　オーガストは鉄の意志で、彼女がよろけても腕の力のみでその歩みを支えた。騎士団で日々鍛えた上腕二頭筋をもってすれば、シャンティの体重を腕だけで受け止めるなど、造作ないことだった。

　彼女の、まるで小鳥のような体重をぐっと腕で受け止めると、シャンティはおずおずとオーガストを見上げた。

　夢見るような、淡い水色の目。天国の空は、きっとこんな色をしているに違いない。その目が、じっと熱をたたえて、オーガストを見つめている。

「とっても楽しい……」

　彼女はそう、感想を漏らした。オーガストは内心、喜びとともに安堵した。

（初めて……俺のしたことで、彼女が悲しまずに喜んでくれた）

　今まで己を律するため、ことごとく彼女を遠ざけていたが、オーガスト自身、本当はそんなことはしたくなかった。

　好きな女の子を喜ばせたい――。この強烈な欲望に蓋をして、冷たくする日々。オーガストの精神も、限界が来ていたのだろう。

　そんな中、やっと見られたシャンティの笑顔に、おかしいほどにどくんと胸の鼓動が強く打つ。

（くっ……！）

　まぶしくて、切なくて、目をそらす。

　それでオーガストは、初めて気が付いた。自分がどれほど、彼女を喜ばせたかったか、笑顔が見たかったかを。

「つきあわせて、ごめんなさいね」

　くしゃっとシャンティが微笑む。昔と変わらない――しかし昔よりもずっと、愛らしく魅惑的な笑みで。

「ありがとうオーガスト。優しくしてくれて」

　こちらを至近距離で見上げる、シャンティの声は小さく甘かった。さくらんぼのような、淡いピンクの唇が誘うように開く――。

　いや、誘ってなどいない。自分の邪な心が、そう感じさせているのだ。

　オーガストは自分の許されない欲望を振り払うように、再び目をそらすことしかできなかった。

（いけない……！　平常心を取り戻せ……！）

　このまま体を寄せ合って一緒に踊っていると、どうにかなってしまいそうだった。

　するとその時、バイオリンの音色のテンポが変わって、ややゆったりとした、別の曲に切り替わった。やっとできた逃げ道にオーガストはほっとしながら、シャンティに提案した。

「お疲れでしょう。そろそろ切り上げましょうか」

　すると、まるでランプを消すように、微笑んでいた彼女の目から明るさが消えた。しかしかろうじて口元は微笑んだまま、彼女は了承した。

「え、ええ。わかりましたわ……」

　明らかに落胆しながらも、素直に従う彼女に、オーガストはどこか胸の奥が痛むような心地がした。

（すまない……また、君を悲しませた）

　そう思いながらも、オーガストは顔には出さずに、彼女をエスコートしてダンス会場を出た、その時だった。

「隊長！　あ、あの……」

　頬を染めたオディールが、オーガストの前に立っていた。

「奥様がいながら……ぶしつけは重々承知です、が……」

　彼女は潔く、がばりと頭を下げた。

「わ、私とも、どうか一曲、踊っていただけませんか……！」

　周囲の視線が、オーガストたちに向く。女性が男性に頭を下げている絵面は、いやがおうでも目立つからだ。

　オーガストはため息をつきたい気持ちをこらえて、彼女に告げた。

「頭を上げてくれ。そんなに踊りたいのなら、頭を下げる必要などない」

　すると彼女は、期待をこめた笑顔でオーガストを見上げた。しかしオーガストは、妹と話し込むフレッドを指さした。

「私に頼むまでもなく、彼が踊ってくれるはずだ」

　するとオディールは、オーガストに詰め寄った。

「わ、私は彼ではなく……その、隊長に踊っていただきたくて」

　オーガストの隣で、シャンティが身じろいだのがわかった。ちらりと見ると、彼女は焦ったような、困ったような顔をして、小刻みに手が震えていた。

（まずい。俺と彼女の仲を、何か誤解されている気がする……）

　オーガストの置かれている状況からすれば、むしろ、他に恋人がいるとシャンティに勘違いをしてもらった方が、好都合ともいえるかもしれない。しかしオーガストは、そういった嘘をつくことには強い抵抗があった。

（そんな行為は……シャンティの気持ちを傷つけ、部下の好意も利用する……下劣な行いだ）

　そう判断したオーガストは、丁寧にオディールに向かって頭を下げた。

「……申し訳ないが、俺は部下とはそういった事はできな――」

　しかしその時、シャンティの明るい声がオーガストの言葉を遮った。

「そんなことおっしゃらないで！　お祭りなんですもの。一緒に踊って、親睦を深めても、誰も咎めたりしませんわ」

　オーガストが驚いてシャンティを見ると、彼女は穏やかな微笑みを浮かべ、すっとオーガストの腕から自分の腕を離した。

「私はフレッドさんとお待ちしていますわ。フレッドさん、イングリッドさん、ご一緒してよろしいですか？」

　止める間もなく、彼女は二人に声をかけ、フレッドのもとへ向かってしまった。その背中はわずかに震えていて、彼女が無理をして笑顔で去ったことが、オーガストにはすぐわかった。

「シャンティ、待っ……」

　しかし、追いかけようとしたオーガストの腕を、オディールがしっかりとつかんだ。さすが女騎士だけあって、力が強い。

「いいではありませんか……！　奥様も、良いと言ってくださったのですし」

「だが……」

　オディールが、両腕をオーガストにかけて、ステップを踏み始めた。オーガストはしぶしぶ合わせて踊りだした。

「……奥様とは、騒動が片付き次第すぐに離婚をするし、お互いに気持ちはない、というのは、嘘なのですか？」

　突然、試すような鋭い言葉を投げかけられて、オーガストはぐっと言葉に詰まりそうになった。が――

「それは当然。先日説明した通りだ」

　するとオディールは、すねたような、責めるような目をして、オーガストを見上げた。

「それなら、私と踊ることに、そこまで抵抗をしなくても良いではありませんか。気持ちがないのなら――奥様はそんな些細な事、気にもしないでしょう」

　シャンティは、オーガストに気持ちがないわけではないし、オーガストもまた――

　しかしオディールに向かって、それを認めることはできなかった。

　オーガストはただ首を振った。

「しかし、いくら契約でも、法律は法律だ。俺は既婚者で、君は未婚だ。君は俺ではなく、フレッドと踊るのが理にかなっている」

「だから……！　私は、ただ踊りたいわけではなくて……隊長と踊りたいんです。だって……」

　彼女はもどかし気に言葉を切ったあと、ぐっと顔を上げて、まっすぐオーガストを見つめた。

　オーガストは嫌な予感がした。

「私は、あなたのことが……好きだから……！」

　オディールのその目が、潤んでオーガストを見上げていた。

（……部下と上司という垣根を軽々と越えて、そんな簡単に口にするのか、この女性は）

　オディールにそう言われて、いやがおうにも、シャンティの顔がオーガストの脳内に浮かぶ。

　シャンティは、妻となってさえ、はっきりと『オーガストが好き』だと言ってくることはなかった。

　それを言ったら、オーガストが対処に困るという事を知っているから、その一言を口にしなかったのだ。

　その代わり、シャンティの気持ちはすべて行動に現れていた。ずっとオーガストの帰りを玄関で待ったり、傷の手当てをしたり、昼食を部下の分まで用意したり。

（彼女は俺に、何も求めなかった。ただ、俺のために何かしてくれるだけだった……）

　彼女が口にしたのは『名前を呼んでほしい』などのささやかな事ばかり。そんな彼女に、オーガストは何も返せず、こうしてオディールと踊って悲しませさえしているのだ。

　――オーガストの中に、自分を不甲斐なく思う気持ちが、沸き起こる。

（ああ……俺が……シャンティに値する男であれば……）

　身分が、権力が――。そんな何度も考えて、切り捨てたはずだった欲望が、どろりと沸き起こる。

（くそ、やめろ、やめるんだ！　もう俺は、吹っ切れたはずなんだ……！）

　シャンティへの、気持ちから。

（そのはずだったのに……）

　こうしてシャンティと過ごしていると、その決意が空しかったことを、何度も思い知らされる。

　――本当は彼女が欲しい。この世界のどの男よりも、自分こそが彼女を欲している。

　けど、その願いは叶うものではない。

（俺が手を出せば、彼女は不幸になる――だから、触れるな……！）

　そう自分に命令しながら、オーガストはがくりと首を垂れたい気持ちになった――その時。

　――パパパパーン！

　にぎやかなクラッカーの音が、オーガストのどろどろとした思考を遮った。

「な、なんだ？」

　オーガストが驚いて我に返ると、オディールの顔の前に紙吹雪が散っていた。

　どうやら、彼女の花飾りのクラッカーが、今開いたようだった。

「キス……してくれないのですか」

　彼女は泣きそうな、それでいて何かを期待しているような顔で、じっとオーガストを見つめていた。

　オーガストは眉根を寄せた。このクラッカーと、それにまつわる謂れの事は知っている。が……

（どうして俺が、好きでもなんでもない相手に、キスなんか）

　正直な気持ちはそれだった。一番好きな人とできないのなら、キスなんてする意味もない。しかし、オディールは一歩も引かない、といった顔でオーガストから視線をそらさない。

（ここで無碍に断れば……彼女は傷つくだろう。気持ちも面子も……）

　騎士団隊長として、ここは大人の対応をするべきだろう。オーガストの理性が、感情を上回った。

「では、失礼」

　オーガストはだらりと垂れ下がっていたオディールの片手を取り――その手の甲に、一瞬だけ唇をつけた。

「……！」

　オディールは驚いて、その手がビクンと震える。しかしオーガストは意に介さず、手を放した。

「もう行こう。フレッドたちが待ってる」

　そして、振り返らず、会場を出て行った。

　内心では、シャンティが気にかかって仕方がなかった。









　会場で、オディールのクラッカーがはじけたのを見て、シャンティはそちらに目が釘付けになった。

（あああ！　クラッカーが……！　どうなっちゃうの……!?）

　二人が熱いキスを交わすところなんて、見たくない。けど……踊る二人から目をそらすこともまた、できなかった。

（オーガスト様……固まってる……あっ！）

　シャンティが凝視する中、オーガストはその身をかがめ、彼女の手を取ってキスをした。

　禁欲的ともいえる、そのしぐさに、いやがおうにもシャンティの胸は高鳴った。

（ああ……！　本当に、物語にでてくる凛々しい騎士様、そのものみたい……！）

　きっと彼女を大事にするために、公衆の面前では手のキスにとどめているのかもしれない。そのことに思いいたって、シャンティの中に物悲しいうらやましさが沸き起こる。

（いいなぁ……オーガスト様に大事にされるのって……どんな気持ちなのかしら）

　むろん、オーガストはシャンティにも礼を尽くし、形式的には妻として遇し、大事にしてくれている。

　けれど、その心はシャンティにはない。それはもうわかっていた。

（こんな二人を、見せられてしまってはね……）

　清廉な騎士の隣に立つのは、自分の事も自分で決める事ができない貴族の令嬢ではなく、凛々しい女騎士なのだ。

（お似合いの二人だわ……）

　シャンティは涙が出てくるのをぐっとこらえた。

「奥様？　大丈夫ですか？」

　隣のフレッドに声を掛けられて、シャンティは慌ててとりつくろった。

「い、いえ、なんでもありませんの……！」

　するとフレッドは何か言いたげに、少し首をかしげたあと、にっとわらった。

「もしかして奥様、誤解してらっしゃる？　あの二人はただの――」

　しかしその時、オーガストが二人の間に割って入った。

「待たせてすまなかった。行こうか」

「あら、ダンスはもういいのですか」

　シャンティが穏やかに聞くと、オーガストはいつも通り、冷静にこたえた。

「かまいません。それより運河沿いへ向かった方が。もう花火が始まってしまいます」

「それもそうだな」

　フレッドがうなずいたので、一行は花火が良く見えそうな場所へと移動した。






　ゆうゆうと流れる運河の中州から、花火は打ち上げられる。

　ということで、運河沿いの遊歩道は、花火を待つ観客たちがひしめきあって、大混雑だった。

「うわ……すごい人込み……」

「毎年こんな風なのかしら…」

　辟易としているオディールとイングリッドに、フレッドが肩をすくめる。

「君たちは初めてだから驚くだろうけど、毎年恒例の光景さ」

「都会も考えものですね……」

「主都にくらべれば田舎だよ。あっちのムーンフェスティバルはもっとすごい」

　今度はオディールが肩をすくめた。

「私はこの街よりもよほど田舎から出てきましたので」

「はじまるぞ」

　オーガストが空を見上げる。すると、一筋の光が夜空に上がり、最初の一玉がはじけた。

「わぁ！」

「きれいですねぇ」

　花火が上がっている瞬間に、クラッカーがはじけたりしないだろうか……シャンティは花火の最中ずっと、その心配と期待をしていた。

（花火の中はじけたら、クラッカーが割れたかわからないかも！　でも……でも、オーガストにはオディールさんがいるのだから、それでいいのかも……いえ！　それでもやっぱり……）

　などとやきもきしていたのだが、結局クラッカーはちらとも鳴かなかった。

（もしかして、不良品だったのかしら……）

　だとしたら、良いのか悪いのか。そうこうしているうちに、特大の金色の花火が打ちあがって、ムーンフェスティバルはお開きになった。

　フレッドもオディールとイングリッドも三々五々帰っていき、二人で帰り道を歩いていると、オーガストがふと声をかけてきた。

「今日は……どうでしたか、シャンティ」

　シャンティはばっと顔を上げて、飛び切りの笑顔で言った。

「とっても！　楽しかったですわ。皆さんと交流できたのも良い時間でしたし……それにダンスも、初めての花火も！　綺麗でしたねぇ」

　シャンティは先ほどのひと時を思い出して、ふと目を閉じた。

「お花みたいな、色とりどりの光……最後の大玉は、夜空が明るく見えるくらい、まぶしくて」

　そう、まるで太陽のごとき光だった。その輝きに、オーガストも無心にそれを見上げていた。

（ぜんぶ覚えておこう――花火の綺麗さも、それをオーガストと見たことも）

「本当に、いい思い出になりました。私、一生忘れません」

　するとオーガストはわずかに微笑んで、門の鉄扉を開けた。もう家に到着したのだった。

「それなら、よかった。今日は歩き回って疲れたでしょう。早く体を休めてください」

　オーガストが玄関のドアを開けてくれたので、しずしずと屋敷の中に入りながら、シャンティはふっ、とため息まじりに微笑んだ。

（あんなに楽しみにしていたお祭りも、これで終わり……）

　そう思うと、とても寂しかった。今までこんなに何かを惜しんだことはないというくらいに、名残惜しい。シャンティの胸に、痛みが走る。

（でも……これ以上のわがままなんて、言えない。オーガストと花火が見れただけで、十分だったじゃないの）

　たとえ彼の心が、別の女性にあったとしても。シャンティがそう自分に言い聞かせていると、ばたんと彼がドアを閉じた。

　シャンティは彼に向かって、笑顔を浮かべた。

「オーガスト様。今日はありがとうございました。おやす――」

　しかし、シャンティは最後まで言い切る事ができなかった。

　――パンパパパーン！

　シャンティの髪の上で、白薔薇とクラッカーがはじけた。

　そう大きな音ではなかったが、頭の上でいきなり破裂音がして、シャンティは驚いてよろけた。

「わっ……！」

　後ろへと倒れ、尻もちをつきそうになった瞬間、ぐいっとオーガストがシャンティの腕をつかみ、肩を抱いて支えた。

「オーガスト……」

　金粉のまじった紙吹雪が散る。ひらひらとその破片が横切っていく向こうに、痛みをこらえるようなオーガストの顔があった。

　――彼の腕の中にいる。彼の顔が、こんな近くにある。

　もう二度とないかもしれない。この瞬間を逃せば、きっとシャンティは、もう彼に触れることすらできないだろう。

　そう思うと、シャンティはさきほど決めた事をたやすく翻して、口にしてしまっていた。

「オーガスト……お願いが、あります」

　肩をつかむオーガストの手に、わずかに力が入る。

　やはり、嫌がられてしまった――。そう思いながらも、シャンティは、オーガストが気を悪くしないよう、命令のようにならないよう、必死の思いで考えて言葉を絞り出した。

「わ、私にも……よかったら、し、親愛のキスを、くださいませんか……？」

　するとオーガストは、目を細めた。笑っているのではなく、睨むように力が入っている――が、不思議と怖くはなく、むしろ、泣き出しそうな顔に見えた。

「……どうしてあなたは、そう俺の忍耐を試すんです」

　ぽつりとこぼれたその言葉に、シャンティは背中がスッと冷えたようになった。

（し……失言だったわ……）

　まさかここまで、彼に拒否をされてしまうとは。シャンティはうつむいて前言撤回をした。

「ご……ごめんなさい。深い意味はなかったのです。どうぞ忘れてくださいませ……」

　涙が出そうになるが、必死でこらえながら、何とか微笑む。

「はしたないふるまいでしたわ。もう、二度といたしませんから、どうか……」

　まずい、涙がこぼれそうだ、こらえないと――。そう思いながら、彼を見上げる。

「わ、私を嫌いにならないでいて、くださりませんか……？」

　次の瞬間だった。






　突然目の前から何も見えなくなって、唇が何かでふさがれた。

　その『何か』が、オーガストの唇だと気が付くまで、数秒が要った。

「………!!」

　気が付いた瞬間、頭のてっぺんからつま先にまで、ぞくっと電流のようなしびれが走った。
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（キス……してるの!?　オーガストと……!?）

　しかし、濡れた熱い感触がして、シャンティの思考はすべてそちらへと奪われた。

「っ……！」

　舌だ。オーガストの舌が、シャンティの唇を舐めている。そして半開きになったシャンティの唇を割って、舌が中へ――

「ふぁ、ぁ……」

　信じられない。親愛のキスどころではない。これは、これは……

（大人のキス……恋人がする、よう、な……）

　オーガストの舌が、シャンティの小さな舌を舐る。まるで貪られるように唇を奪われる感覚に、シャンティは酩酊していた。

（どういうこと？　なんで……!?）

　混乱の中、シャンティは目を閉じた。

　目の端から透明な雫が一筋、伝い落ちる。陶酔の涙だった。

　その時、はっとオーガストの身体がこわばったのがわかった。彼は唇を離し、そしてシャンティを困ったように見下ろした。それは、いつもの冷静な顔ではなく、ただただ途方に暮れた、少年のような顔だった。

「オーガスト……どうして」

　シャンティが聞くと、彼は首を振って、胸の奥から絞り出すような声で言った。

「あなたは知らない……俺がどれだけ、あなたを欲しているか」

　その言葉を、シャンティはすぐには理解できなかった。しかしオーガストは続ける。

「俺が自制しきれなかったこと、謝罪します――ですが、俺はもうあなたには触れません。無傷でご両親のもとへ返す約束です」

　わけがわからず、瞬きをするシャンティを見て、オーガストは苦し気に目をそらした。

「俺のことなど、捨ておいてください。あなたの幸せが、俺の幸せだから」

「待って、それって……」

　シャンティは震える声でつぶやいた。あまりの事に、声がうまく出ない。

　しかしオーガストは首を振って、シャンティの発言を止めた。うつむいていた彼の目が、驚くシャンティを捉える。

「すみません…シャンティ、あなたを怖がらせた」

　彼の目が、ふっと細められる。

　懐かしい目だった。それは、ずっと昔、オーガストがしていた目。世話をしなければいけない、いとおしい小さな女の子を見つめる目。

　その彼の目が、甘くとろけるような優しさをもって、シャンティに注がれていた。

　――まるで昔と同じような、麗しい表情。

　ハチミツよりも砂糖よりも甘いまなざし。サファイアのような深い青色の瞳の中で、まるで星がかがやくように光が反射して、シャンティを見つめかえしている。

『シャシャ、白い薔薇がよくにあっているね。まるで天使みたいだ』

　昔日の彼の声が、耳の奥にこだまする。

　オーガストの目はたやすく、シャンティをあの甘い時間に引き戻した。

　シャンティはたまらず、彼を呼んでいた。

「オーガスト……！」

　しかしその瞬間、シャボン玉がはじけるように、甘く懐かしい空気は消えた。

「――俺はしばらく仕事で戻りません。どうか達者で、シャンティ」

　オーガストはシャンティに背を向けて玄関のドアを出て――そのまま、帰って来なかった。






（くそっ……ああ、やってしまった……！）

　一人騎士団の詰所まで歩きながら、オーガストは今しがたの自分の行為を激しく後悔していた。

（……なぜ我慢できなかったんだ！）

　シャンティに『嫌いにならないでください』と言われて、あの一瞬、頭のたがが、外れてしまったのだ。

（嫌うどころか、俺はずっと、あなたのことだけを……）

　それで、あの小さな蕾のような唇を奪ってしまった。

　これでおそらく、自分の気持ちはシャンティにバレてしまった。

　――きっとシャンティは、期待をもってしまうに違いない。それがいかに残酷なことか、わからないオーガストではなかった。

　深いため息をついて、オーガストはたどりついた騎士団の当直室の、がらんとした壁にもたれて目を閉じた。

（彼女はこの先結婚する。幸せな結婚生活を送るためには、俺の存在は邪魔なだけだ）

　幸い、自分の他にも、彼女を守る護衛は雇ってある。オーガストが屋敷に常駐する理由はない。

（ああ、最初からそうしてればよかったんだ）

　シャンティを、できるだけ悲しませたくないがために、中途半端な事をしてしまっていた。

（だが、もう俺はシャンティとは会わない。両親が帰ってきて、彼女を引き渡すその日まで）

　それまで、この当直室の世話になるより他ないだろう。

　オーガストは、硬い木のベッドに腰かけて、その覚悟を固めた。

「……よし。今晩はここで寝て、明日出発しよう」

　ちょうど祭りが終われば、クリスタルグラスの件で、また出張となる。薬の精製に成功したという連絡が、祭りの最中に入っていた。休み返上で、皆薬のために働いてくれていたらしい。だから次は、薬が必要な人に普及させる段階だ。

（俺の働き次第で、シャンティが自由になる日が近くなる）

　だから、頑張らなくてはならない。

















第四章――本当の気持ちを教えて












（キス……キス……しちゃった……オーガストと……）

　十分たって、一時間たって、一晩たって、一日、二日、一週間、二週間とたっても――シャンティの衝撃は冷めなかった。気もそぞろで、睡眠も食事もおぼつかない。

（オーガストの唇……舌が……私の、くち、に）

　そして言っていた、『俺の忍耐を試さないでください』という言葉。あの甘いまなざし。

（嘘、嘘でしょう？　オーガストが、そんな……）

　ずっと、シャンティに対する気持ちをもっていたなんて。何かの嘘か、自分に都合のいい幻覚でも見たとしか思えない。

　けれど、濡れた唇の感触も、決定的な言葉の響きも、たしかに覚えている。まごうことなき現実だった。

『あなたは知らない。俺がどれだけ、あなたを欲しているか』――。彼はシャンティに、そう言ったのだ。

　なら、どうして今まで？　その疑問は、シャンティの中ですぐに出た。

（最初から彼は言ってた……あなたと私では、身分が違う、って……）

　それはまぎれもない、彼の本心なのだろう。彼の行動の理由がわかってしまい、シャンティの胸の中に、もどかしい感情が沸き起こる。目頭が熱くて、ぎゅっと目を閉じる。

（ずっと前から、その気持ちを隠してたんだ……？　私のために。私がいつか、他の人と結婚するから、って……）

　彼はシャンティのために、あえて思わせぶりな態度を取らず、冷たい素振りをしていたのだ。

（叶わない、身分違いの恋に本気になっても、辛いだけ……私の幸せを考えて、彼はずっとひとりで、押し黙ってたんだ……）

　そして、シャンティと両親に別れを言って、実家を出て、騎士となって、己の仕事を粛々とこなして。

　――けれど、シャンティのピンチにはいち早く駆け付けて、偽装結婚をしてまで助けてくれた。

（彼はずっと私の事を考えてくれていたのに……私は、私ときたら）

　リストなんて作って、ただただ一人、浮かれていた。

（ごめんなさい……！　あなたの気持ちに、気が付かなくて）

　シャンティはひとり、ぎゅっと拳を握った。

「ンティ様……シャンティお嬢様！」

　その時、声をかけられて、シャンティはベッドの上ではっとした。傍らで、ナナがシャンティの肩に手をかけていた。

「どうしたんですか、今朝は朝食もめしあがらず、ずっと一点をお見つめになって……！」

「いえ、なんでもないわ、それよりどうしたの？」

　するとナナは、両手に持っていた手紙を差し出した。

「早馬で、公爵様よりご連絡が……！」

　シャンティは驚いて、その手紙を開けて中身を読んだ。両親にはどのような沙汰が下ったのだろう。心臓がどきどきして、手に汗がにじむ――。

「お、お嬢様、公爵様はなんて……？」

　数分たち、我慢しきれず聞いてきたナナに、シャンティはほーっとため息をついた。

「言い分が認められて、我がラントレア家は無罪だそうよ！　事後処理も良かったみたい。麻薬の治療薬を配布すると公約して、隣国とも最悪の事態は避けられたって」

「ああああ……よかったですねえ、お嬢様」

「そうね……」

　するとナナは張り切って、食事を運んできた。

「これでお嬢様も、食欲が戻りましたね！　さぁさぁ、食べないと！」

　言われると、たしかにお腹がすいていた。シャンティは食事に手をつけた。

　しかし――喜ばしいニュースを聞いたあとだというのに、食べながら思い浮かぶのは、迷いばかりだった。

　これから、自分はどうすればいいんだろう。

（お互いの気持ちに気がついたのに……オーガストは出て行ってしまったし、両親が帰ってきたら、私は……）

　きっと、父と母と一緒に、帰るべきなのだろう。オーガストの長年の気遣いを無駄にしないためにも。けれど――オーガストのあの言葉を聞いてしまったあとでは。

（嫌よ……！　他の人と結婚だなんて。私はオーガストと一緒になりたい……！　だって、お互い好きなんだから……！）

　しかし、この願いを通すことがどのくらい難しいかも、シャンティにはわかっていた。

（そうよね……私は腐っても、ラントレア家の一人娘。いずれしかるべきお家から、婿をとらなくてはならない身……）

　そこでシャンティは、自分自身の考えに、ふと引っかかった。

「『腐っても』ラントレア家の一人娘……」

　引っかかった部分を、つぶやいてみる。

（そうよ。無罪とはいえ、今回、ラントレア家は、不始末を起こした……それも、私の元婚約者、トレビィが）

　そのせいで、そもそもこの騒動は起きている。しかしトレビィが今後婚約者に戻る可能性は低い。となると、新しくシャンティの婿に納まってくれる他貴族の子息など、いるだろうか。

（問題を起こした家の娘との婚姻を承知してくれて、その上、ラントレア家と身分が釣り合うご令息なんて、いるのかしら？）

　ただでさえ、公爵家以上の身分の家はそう多くない上に、適齢期で未婚約の令息となると、数はぐっと減る。






　となると――

（私は婚約者が決まらないまま、数年間を宙ぶらりんで過ごすことになるかもしれないわ。ひょっとしたら、何年たっても、最適な人なんて現れないかも……そのくらいならオーガストと、って説得できないかしら？）

　そこでシャンティの頭に、とある考えがひらめいた。

（子爵の次男だけれど……オーガストも貴族には、違いないわ）

　次男だから、子爵は継げない。しかし、男女逆ならば、いくらでも同じことはある。

（そうよ！　例えば公爵家の息子が、男爵家の爵位のないご令嬢を娶るなんて、よくある話だわ）

　たとえ爵位がなくとも、男爵家で育ったご令嬢ならば、身元がたしかで、またそれまでの生活で身につけた礼儀作法や教養は申し分ない。次の公爵家の跡継ぎを育てるのに申し分なし。一方で男爵令嬢の方は、公爵夫人となれる――という条件で、結婚するのだ。

（それなら、男女が逆になったって、同じことじゃないかしら……？）

　オーガストは身元がたしかだし、今までの信頼関係もある。そしてなにより、この危機を救ってくれたではないか。

　このことを伝えて意見をすれば、両親は認めてくれないだろうか。

（いいえ、もっと、オーガストの良いところを伝えないと。彼と結婚することによる我が家のメリットを、しっかりと提示しないと！　それに、オーガストが帰ってこないでどこにいるのかも心配だわ）

　かちゃん、と飲み干した紅茶のカップをソーサーに戻して、シャンティは傍らのナナに言った。

「ナナ、騎士団のフレッドさんに使いを出してくれる？　お仕事が終わったらお食事でも、と」

　その日の夕方、フレッドはすぐに現れた。

「やあ奥様、数日ぶりです。お待たせしてすみません」

　人懐こく言う彼に、シャンティは微笑んだ。

「こちらこそ、お仕事でお忙しいなか、すみません。どうぞ召し上がって」

　夕食のテーブルに案内すると、彼は嬉しそうにしながらも、シャンティに言った。

「これはこれはどうも！　それで――奥様の御用は、オーガストの事ですね？」

　その通りだ。話が早くて助かる。

「そうなんです。ここ数週間、帰ってきてくれなくて。彼はどうしていますか？」

　フレッドはシャンティを安心させるかのように、詳しく語った。

「いやもう、仕事の鬼と化してます。でも奥様を不安にさせるのは頂けませんね。俺が言って、このお屋敷に呼び戻しましょうか？」

　シャンティは少し考えた。本音では、一刻も早くオーガストを呼び戻したい。しかし今の彼にそう伝えても、おそらく戻ってはこないだろう。彼のことだ、きっとシャンティにキスしたことを悔いて、もう会わないと決めているのかもしれない。

（無理強いはよくないわ。問題を解決してからのほうがいい）

　彼はずっと、シャンティのために我慢をしてくれていたのだ。それならば今度は、シャンティが彼のために、ひとりで頑張る番だろう。

　シャンティはフレッドに首を振った。

「いえ、いいんです。ただ元気にしているかが心配で」

「元気ですよ！　あちこち出張して、必死でクリスタルグラスの件にあたってますよ」

「クリスタルグラス？」

「おや、ご存じありませんか？　フィッツローズ家がばらまいた麻薬の症状を治す薬草ですよ。オーガストはこの件に熱心にあたっていて――奥様のためかと存じますが」

　シャンティは思わず前のめりになって聞いた。

「そのこと……どうか詳しく、教えてくれませんか？」






　それから、一週間後のこと。

「シャンティ……！　ああ、気が気でなかったよ！」

「まあ、少しやせた？　元気にしていた？」

　馬車で戻ってきた両親の腕に、シャンティは涙ぐみながら飛び込んだ。

「お父様、お母様……！　おかえりなさいませ！　ご無事で何よりです……！　陛下は、お許しくださったんですね」

　父はうなずいた。

「そうなんだ。我々が一切関与していなかったことは立証されたし、麻薬を広めてしまった地域の後処理がうまく運んで、麻薬に苦しむ人々を助けることができたらしい。それが効いて、隣国との関係は持ち直したと聞いた。我々も、お咎めなしで済んだ。だから当然、お前と、お前を守ってくれたオーガスト君も、罪には問われない！」

　シャンティは胸をなでおろした。オーガストが自分を守った事によって傷つかずに済んだのだ。

「そういえば……トレビィ様は？」

「彼らは残念ながら、爵位は剥奪、財産は没収だそうよ。彼らの財で、麻薬の治療薬を賄ったみたい。良い判断よね」

　麻薬の治療薬。その言葉に、シャンティの目はキラリと光った。

「お父様お母様。その治療薬の開発と普及のため頑張ってくれた方が誰か、ご存じですか？」

「え……そう言えば知らないな。陛下の部下だろうか」

　シャンティはうなずいた。

「実は、お父様お母様も良く知ってる方なんですわ」

「一体だれのことだい、シャンティ」

「もったいつけないで、教えてちょうだいよ」

　シャンティはふふっと微笑んだ。

「それが、オーガスト様なんですの！　私たちラントレア家のために、騎士団で、実在を怪しまれていた治療薬のクリスタルグラスを見つけて、薬ができた暁には、いち早くそれを必要とする人々に届けてくれたのです」

　父が目を見張った。

「オーガスト君がか……そうか、異様に事後処理が早いなと思ったら、彼の騎士団が尽力してくれていたのか」

　母も感極まったように言った。

「なんて頼もしいんでしょう。シャンティを牢屋行きから救ってくれたばかりか、麻薬の事後処理まで」

「彼が迅速に動いてくれなかったら……我々も無事では済んでいなかったかもしれない」

　二人とも、オーガストに感心している。これを機とみて、シャンティは切り出した。

「お父様、お母様……！　私、一度婚約破棄をしましたよね。今や犯罪者となってしまったトレビィ様と」

「え？　ああ。不幸な事故だったな」

「仕方ないことよ。忘れましょう」

　二人はいつものように優しかった。そこに、シャンティは畳みかけた。

「それで、またオーガスト様と離婚して……こんなことになってしまった私と結婚してくださる、身分の釣り合った方なんているでしょうか？」

「そ、そんなことないわ！」

「気にするな、シャンティ。結婚なんてほとぼりが冷めて、そのうちすればいい……！」

　必死に否定する二人を見て、シャンティは両親の優しさと――シャンティの言った事が事実であることが、わかった。

　にたり。シャンティは心の中で笑った。しかし顔はあくまで真剣に――そして勝負に出た。

「そんなことをしていたら、婚期を逃してしまいます。それくらいなら、私たちを救ってくださった恩人のオーガスト様と――このまま結婚を続けては、いけませんか？」

　すると両親は、まったくその可能性を想定していなかったのか、虚を突かれた顔をした。

「オーガスト君と？　た、たしかに彼はハンサムだし貴族だし、仕事もできるし、その上我が家の恩人だが――」

「だが？」

　シャンティが聞き返すと、わりに単純な父は真剣な顔で言った。

「だが……ないな？　考えてみれば、彼を断る理由はない」

　よし、よし、このまま……。シャンティはにんまりしたが、母が口をはさんだ。

「ちょっとあなた、しっかりして！　たしかに貴族ですが、彼は子爵家の次男ですわ。言いたくはありませんが、我が家とは身分が――」

　シャンティは、待っていましたとばかりに、男女逆の例を説明した。そして――

「ね、貴族同士だけれど、身分違いで爵位なしの結婚はありふれてますわ！」

　しかし、母はうなった。

「けれど、それは令嬢の身分が低い場合の話でしょう。旦那様の方が身分が低いなんて……そんなことあっていいのかしら？」

　シャンティは前もって用意していた歴史書を引っ張り出した。

「調べましたが、前例がないわけではありませんわ。この第十三代目のヘレナ女王陛下は、自分より身分が低い貴族男性と結婚しています」

　両親はページを覗き込んで、ふむふむうなずいた。

「まぁ女王様では、他に身分が高い男などいないだろうからな」

「そうですわ。女王様ほどではないにしても、私だって公爵令嬢ですから、上の者や同じくらいの者となると相手は限られてきますし、その上ラントレア公爵家にはケチがついてしまいました。元の条件で結婚相手を探すとなると……難しいんじゃないでしょうか？」

「たしかに……こだわりすぎて、婚期を逃してしまったら大変ですものねぇ……」

「うむ……焦ってまた変なのを掴まされたら、目もあてられないしな」

　だんだん両親の顔色も、シャンティの方へとなびき始めているようだった。シャンティはダメ押しした。

「その通りですわ！　同じ身分でも、トレビィ様みたいなしょうもない方より、幼いころから知っていて、身元も誠実さも折り紙付きのオーガスト様のほうが、ずっと良いと思いませんか？」

　辛酸をなめさせられたおかげで、この言葉は深い説得力を両親に与えたようだった。

「それは、たしかに。オーガスト君のほうがずっと、男としても、婿としても信頼できる」

　しかし母は首をかしげた。

「でも、ねぇ、肝心の彼はどこ？　彼はなんて言っているの？」

　シャンティはギクッとした。そう、あれから彼には会っていないし、シャンティが結婚のために必死になっている事も知らない。

　けれど、シャンティは不安を出さずににっこり微笑んだ。

「彼はずっと、クリスタルグラス普及のために、隣国で働いてくれているんですの。ですから、彼が帰って来た時に、そのご恩に報いたくて、こうしてお願いしてるんですわ。彼は私に指一本ふれていませんが、私たち……とっても仲良しですの」

　さすがに最後の嘘を言うときは顔が引きつったが、両親はもうほとんど了解している顔だ。シャンティは最後にお願いをした。

「それで、彼のためにも、ぜひお願いしたいことがありますの――」






　超速で作られたクリスタルグラスの煎じ薬は、効き目は良いが、すぐに在庫がなくなってしまう。オーガストは足りない分の薬を積んで出発するために、再び騎士団へ戻った。いつものように、最低限の休息だけ取り、また出発するつもりだったが――

「隊長！　待ってくださいよ。奥様からお手紙、預かってますよ」

　なにやらいつも以上ににやついているフレッドが、手紙を手渡し、むふむふ笑った。

「隊長にもついに春が……いやぁ、逆プロなんてうらやましい。あんな美人令嬢に……」

（逆プロ……？　何だそれは。何を言っているんだ）

　何やらわけのわからないその独り言を無視して、オーガストは手紙を開いた。そこには、シャンティの両親が無事戻ってきたこと、今までのお礼などを伝えたいから一度屋敷へ帰ってきてほしいと、簡潔に記されていた。

（そうか。ラントレア家無罪の情報は俺にも入っていたが、ちゃんとシャンティと再会できたか――）

　ほっとすると同時に、ずんと胸が落ち込むような寂しさを感じる。しかしオーガストはすぐに屋敷へと向かった。

（シャンティは、両親と共にラントレア家に帰る。俺の役目はおしまいだ）

　もう今後、自分と彼女が言葉を交わすこともないだろう。あのキスも、お互いなかったことになる。そう思うと、胸の奥が鈍く痛む。

（俺は一体これから、何のために生きていけばいいんだろうな――）

　今から会っても、辛くなるだけだ。いっそ別れの挨拶など交わさずに、このまま別れてしまいたいが、シャンティの最後の願いだ。無碍にもできない。

（仕方がない――弱気になるな。彼女の幸せが俺の幸せだと、決めたじゃないか）

　たとえ彼女の人生に、自分がいなくても。

　そう思いながらオーガストがドアを開けると……

「オーガスト君！　やっとお出ましだ！　これから我が娘を、よろしくたのむぞ！」

「疲れているでしょう。シャンティのために本当にありがとうね。どうか末永く、娘と仲良しでいてくださいね」

　突然、ラントレア公爵と公爵夫人に囲まれて、オーガストは面食らった。

「……お帰りなさいませ、公爵様、それに奥様。ご無事でなによりですが……」

　何かよくわからない誤解のようなものが起きている。オーガストがシャンティを探すと、彼女が両親の後ろから満面の笑みで出てきた。

「オーガスト様、ふつつかな嫁ではございますが、改めてよろしくお願いしますわ」

「は……何を……？」

　するとシャンティは、オーガストの手を、逃がさないとばかりにつかんだ。

「お父様お母様、少し二人でお話しさせてくださいませ」

　二人がにこやかに、ふふふと笑いながら出て行ったのを確認して――シャンティはオーガストを見上げた。

「オーガスト様、おかえりなさいませ」

「どういうことです？　あなたは別れの挨拶をすると手紙に――」

「あら、お礼とは言いましたが、別れなんて一言も」

「……なら、何か契約結婚を続ける必要でも出たのですか？」

　するとシャンティは、笑みを浮かべながらも、真剣にオーガストを見た。

「ええ。ずっと。ですわ。単刀直入に申しますと――」

　ぎゅっ、と握る手に力がこもる。

「私たち、本当の夫婦になるのです。離婚なんてせずに、一生添い遂げましょう」

　ありえない発言に、オーガストは瞬きをすら忘れた。

「本当の夫婦？　一生……？」

　固まってしまったオーガストに、シャンティは慌てたのか早口で説明をはじめた。

「き、聞いてください、私、考えたんです――！」

　お互いの気持ちがわかって、どうしても結婚を続けたいと思ったこと。

　無罪ではあったが、今回の一件で、ラントレア家にケチがついたこと。

　フレッドの力を借りて、オーガストの尽力を知ったこと。

　過去の前例もまとめて、両親を説得したこと。

「ですから、両親は納得しているのです。私、あなたとどうしても結婚したくて……説得しました。もちろん、オーガストがラントレア家にしてくれたことがあっての、説得です」

「で、ですがあなたは、ラントレア家の次期当主…」

「なので、あの、私と結婚して、ラントレア家に入って下さいませんか？　そうすれば、ずっと一緒にいられます……。あっでも、今の生活を変える必要はないのです。オーガストは、そのまま仕事を続けて、私は、次期当主の勉強をしながら、妻としてオーガストをお支えします……！　もちろんあなたが良ければ……ですが」

　おずおず、とシャンティがオーガストを見上げた。

　オーガストは、にわかには信じがたかった。

　一生手に入るはずがないと諦めていたものが――このお別れを最後に、二度と会うことはないと諦めていたものが、突然自分のもとに転がりこんでくるなんて。

「お、オーガスト!?　だ、大丈夫ですか？」

　シャンティが慌てて、背伸びをしてオーガストの頬に触れた。

「目にごみでも!?　そ、それとも……お、お嫌、でしたか……？」

　シャンティの笑顔が陰る。それを見て、オーガストは初めて、自分が涙を流していることに気が付いた。

　まさか自分が、涙を流すなんて。オーガストは無意識にごし、と袖で目元をこすって、うつむいていたシャンティの頬にそっと触れると、わずかに自分の身をかがませた。

　――自分の答えを、伝えるために。









　――その日の夜。シャンティは、当直室に戻ろうとするオーガストを、『せっかくなのだから今晩はここでお過ごしになってください！』と押しとどめて、一緒に二人水入らずの夕食を取った。湯浴みをし、そして――。初めての、夫婦二人の夜を過ごすのだ。

（嘘……うそっ！　こんな日が来ちゃうなんてっ……！）

　ドキドキしながら、シャンティはオーガストの湯浴みが終わるのを待っていた。

（うぅ……い、一応、一通りの教育は受けている、けど）

　うるさい心臓を押さえつけて座って待っていると、湯上りのオーガストが部屋から出てきた。

　濡れた黒髪に、バスローブから覗く胸板がまぶしい。

（きゃっ……）

　思わず顔を赤くしてしまったシャンティに、オーガストは驚いたように聞いた。

「こ……こんなところで何を？　もうお休みになったのでは」

　シャンティはどぎまぎしつつ、意見を申し立てた。

「あ、あの！　夫婦というものは、ひとつのベッドで寝るものでしょう。だから、その、私たち、本当の夫婦になったのですから……」

　シャンティがそういうと、オーガストはふ、と微笑んだ。

「いいですよ。あなたがそれを望むなら」

　そのまぶしい微笑みに、シャンティは思わずくらっとしそうになる。

（む、昔とおんなじ……っ、いいえ、昔よりも、ずっと……）

　ハチミツよりも、甘い甘いまなざしだった。

　よろけかけたシャンティを、オーガストがすっと支える。

「大丈夫ですか？　疲れているでしょう」

「い、いえ……平気よ、ただ、その」

「その？」

「お、オーガストに優しくされるのが、まだ、慣れなくて……ッ」

　そう言うと、彼はおもむろにシャンティの身体を両手ですっくと横抱きにした。

「きゃぁ!?　お、重いでしょ、下ろして……ッ」

　あまりに鮮やかな手際に、シャンティは驚いた。しかしオーガストは、穏やかに微笑んだままだ。

「今まで――優しくできずに、申し訳なかったです。だから」

　シャンティの耳元で、オーガストは囁いた。

「あなたが今まで俺にしてくれたことに報いたいのですが」

　そう言って、オーガストは歩き始めた。

「あなたに、もう何の心配もさせたくない。あなたの願いはすべて、俺が叶えたい。だから――」

　シャンティを抱えたまま、オーガストは寝室のドアを開け、中へシャンティを運んだ。

「あなたが疲れたと言えば、俺がどこまでもあなたを運びます。あなたが安心して眠りにつけるよう、何日でも寝ずの番をします」

　そう言われて、シャンティは思わず赤い顔を手で覆った。

　この前まで塩対応をずっとありがたがっていたシャンティからすれば、凶悪なほどの甘さだった。

「う……嬉しいです、オーガスト……で、でも、私、寝ずの番をしてほしいんじゃなくて……ッ」

　シャンティは指のすきまから、ちらっとオーガストを見て、寝台へと目をむけた。

　――そこには、特大キングサイズのダブルベッドが、鎮座していた。

「こ、これは……？　シャンティのベッドは、もっと小さかったはずでは……」

　耳まで真っ赤になりながら、シャンティはオーガストに説明した。

「か、買ってもらいました！　両親からの……け、結婚祝いです。ふ、夫婦が寝る用の……だめ？」

　ここまで言って、やっとオーガストは、シャンティの望みを理解してくれた。

「なるほど……もちろん、あなたの望みならば、ですが――」

　とさり、と壊れ物を扱うように、そっとシャンティをベッドに下ろして、オーガストは囁いた。

「そうなるとさすがに、俺は……あなたの望まないことをしてしまうかもしれません」

　すっ、と彼が離れていこうとするのを察して、シャンティは必死で彼の袖をつかんだ。

　――ここで逃がしたら、また明日から彼は仕事で遠くへ行ってしまうのだ。今日、彼とシャンティが本当の夫婦になった証がないまま彼を見送るのは、不安だった。

「望んでないことなんて、ありません……！　私たち、夫婦です。だから…その」

（言質以外にも――いわゆる、既成事実……作っておきたいの……！）

　思い切って、シャンティは彼を見上げて言った。

「ふ、夫婦がすることを……したい、です」

　すると、驚いたようにオーガストの目が見開かれた。

　あまりに急ぎすぎた発言だったか。シャンティが後悔したとき、すっ、と彼の手がシャンティを横たえていた。

　押し倒されるような形になって、シャンティは困惑した――と同時に、無意識に期待を感じていた。

　上から、彼の目が見下ろしている。彼の目じりもまた、赤くなっていた。

「シャンティ……あなたという人は、本当に……ッ」

「ご、ごめんなさい……」

　思わず謝ってしまったシャンティに、オーガストはフッ、と力を抜いたように微笑んだ。

「謝らないでください。それなら今から……」

　――あなたを、俺のものにします。

　上からそう囁かれて、シャンティの身体が、ごまかしようのない期待にびくっと震えた。






　ひそかに期待を込めて用意していたネグリジェを脱がされて――露わになった胸を前に、オーガストが少し息をのんだのがわかった。

（は、恥ずかしい……）

　耳まで熱い。けれど、望んだのは自分なのだ。今更そんなことは言えない。

「今まで気がつきませんでした――」

　囁きながら、オーガストが胸にそっ、と指をかけんとする。

「あなたの胸が、こんなに美しく育っていたなんて」

　しかしその指は、触れる寸前で止まった。

「これに俺が――触れてもいいのですか？」

　シャンティは震える声でうなずいた。

「あ、あなたのものですわ、だって――夫、なのですからっ」

　するとむにゅり、と彼の指先がシャンティの胸へと沈んだ。

「柔らかい……今まで触ったことのある、どんなものより」

　そう言いながら、シャンティの胸を揉みしだく。いつもは剣を握る手が、硬い指が、今はシャンティの胸に埋まっている。

　その様子に、シャンティは耳どころか鎖骨まで真っ赤になるような心地だった。

「ん……ぅう！」

　その指が、胸の頂きの淡く色づく場所をかすめる。思わず鼻にかかった吐息が漏れる。

「ひゃっ……ぅ」

「痛いですか？」

　シャンティは首を振った。すると彼の指は、そうっと両の頂きを摘まんだ。

「あぁ……ッ」

　びり、と言葉にしがたい、電流のような感覚が体に走る。

　痛いわけでも、嫌なわけでもない――それはゾクゾクとするような、微弱な快感だった。

「ふふ……ピンク色が濃くなって、固くなってきました。まるであなたのここ全体が――花みたいだ」

　シャンティの快感を感じ取り、まさに花びらに触れるような手つきで、オーガストは乳頭を指先で捏ね、なでまわした。

「ひぁ、あぁ……ッ」

　最初は微弱だった感覚がどんどん強まり、彼の指がなでるたびに、なぜか腰がひくついてしまう。

　なんで腰なんだろう？　そう思った瞬間、シャンティは恥ずかしくなった。

（やだ――私ったら、はしたない）

　そう思って、体の震えを抑えようとするも、彼の手が腰の方へと降りて、そしてお尻から太ももへと移動した。

「ここは――？」

　両脚を開くように、彼の手が内側へと入り込む。

「ここも、俺のものだと言ってくれるのですか？」

　その手の感触に、またお尻から下腹部にかけてぞくりと震えそうになる。

「そ、そうです……ぜ、ぜんぶ、オーガストのもの……ですわ」

　必死で言うと、彼の目がほころんだ。

「そうですか……ありがとうございます」

　そう言いながら、彼はシャンティのショーツのリボンをほどいたあと、上体を起こした。

（わっ……）

　彼が起き上がったので、薄布の下でそこが隆起しているのがはっきりわかった。今すぐ目のまえのシャンティを貫きたい――と言わんばかりの勢いに、シャンティは目を見張った。

　彼の手が、シャンティの膝をつかむ。秘所があらわになって、シャンティの胸の鼓動は最高潮に達した。

（ああ、ついにその時がやってくるんだわ――！）

　ちょっと痛いと聞いているが、オーガストと繋がれるのだ。どうってことない。

　でも少し怖くて、シャンティは目をきゅっと閉じて待ちわびた――すると。

「きゃぁ!?」

　痛みではない、濡れた感触に、シャンティは驚いて声をあげた。これは、もしや。

「お、オーガスト、何を……ッ」

　秘所を、舐められている――!?

　慌てて上体を起こすと――脚の間に、オーガストがいた。

「暴れてはいけませんよ。このままじっとしていてください」

「で、でも――はず、かし……いです……あぁ！」

「せっかくあなたが俺に許してくれるのだから――微塵みじんも痛い思いをさせたくない。俺のものを受け入れる前に、こうして潤しておかないと――シャシャ」

　こんなときに、その呼び名はずるい。しかしオーガストの舌は、秘唇を割って、その上部の花芯をくすぐるように、舌先で舐め上げた。

「あぁ……！」

　あまりに直接的な快感に、シャンティは身をよじった。その様子を見て、オーガストは優しく微笑んだ。

「良かった……初めてでも、この場所ならば悦びを得られるようで――」

　再び、彼の舌が花芯を捕らえる。舌先でなぞったかと思えば、今度は舌の腹を使ってねっとりと。まるで捕食されるかのように、小さな花芯を舐めあげてしゃぶられて、初めての感触にシャンティは翻弄されるよりほかなかった。

「ひぁ、あ、や、あぁ……もう……ッ」

　たまらず叫ぶと、見計らったかのようにちゅっ、と吸いつかれる。その瞬間、甘く熱いしびれが、シャンティの身体をさらっていった。

「あぁ………ッ！」

　びくびくっ、と体が痙攣する。

「ふふ……可愛いシャシャ……ここで、気をやってくれたんですね」

　今度は指先でそこをつ、となぞられて、絶頂したばかりのシャンティは息をつまらせた。

「ひっ……、あ、も、もう、そこは、大丈夫、ですから……ッ」

　自分でもはしたないほどに、その場所から蜜がこぼれているのがわかった。

　もう早く、つながりたい――むしろ、それ以上そこをいじられたくない。おかしくなってしまいそうだ。

　しかしオーガストは、閉じようとした脚をがっちり再び開いた。

「ダメですよ――痛くしたくないんだ。いい子だから、もう少し我慢なさい、シャシャ」

　こんなはしたない行為をしているのに、まるで幼子に言うように諭されて、シャンティの身体のなかでぞくぞくと恍惚感が増す。

「わ……わかり、ました……あぁぁ！」

　再び快感の芽を舐られて、情けない声が漏れる。下半身にすでに知った甘い恍惚が広がり、力が抜けたところに――彼の指がつぷ、とさしこまれた。

「んぅう……！」

　舐めさすられながら、指が少しずつ進んでいく。内壁をゆっくり探るように、慎重に――

「はぁぁ……んう、ぁぁ…はぁぁあ……っ」

　その間にも、花芯にもたらされる舌の刺激で、何度も何度も頭が真っ白になって、達する。シャンティはもはや、口を閉じることすら難しく、ただ喘いでいることしかできなかった。

　そのうち、指がずっぷりと入り、中の腹側の部分から奥の部分まで、彼に探り当てられてしまった。

（や……だめぇ……そ、んなところ、同時に、されたらぁ……っ）

　オーガストはシャンティの反応をよく見ていて、すぐに弱い部分を暴き出す。花芯を舐られながら膣口の奥を指で刺激されて、再び重くて濃い快感が、シャンティの身体を支配した。

「ひぁぁぁっ……あ、あぁあ……」

　ちゅぷん、と彼が指を抜く。とぷとぷとその場所から愛液がこぼれだす。

　シャンティは朦朧とした頭で、それでもそのことを恥ずかしいと感じて、オーガストに懇願した。

「お、おねがい、します……も、もうっ……」

　しかし彼は、脚の間から顔を上げて言った。

「ですが、俺はもっと――」

　もっと!?　これ以上されては困る。

「そ、そんなっ……」

　すると、彼は目を細めたあと、やっと体を起こした。

「こんないきなりの初夜になってしまって――急ぎすぎて、あなたの身体を傷つけるのが恐ろしかったのです……シャシャ、あなたは俺の、何より大事な花ですから」

「オーガスト様……」

「あなたには知る由のない事ですが――俺はずっと、ずっと、あなたとこうすることを夢みていた。でも、叶わない夢だとわかっていた」
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　そう言ってオーガストは、ベッドの上でシャンティを抱きしめた。

「だから今、舞い上がっていると同時に、怖いのです。わかりませんか？　ずっと切望していたものが、ふいにいきなり、手に入ったものだから――」

　そう言うオーガストの声は、心持ち不安そうだった。こんなオーガストは初めてだ。

　態度は冷たかったけど――心の中ではずっと、孤独にシャンティを想ってくれていたのだ。そう思うと、シャンティは愛しさが今まで以上にこみ上げてくるのを感じた。

「私もずっと、オーガスト様だけが、好きでした。いま、こうして抱きしめてもらってるなんて、夢みたい――」

　そう言って、彼の頭をなでる。つやつやした黒髪が、指にからんだ。

「もう、じゅうぶん、たくさん……きもちよくしてもらいました。だから私、もうオーガスト様と……つながり、たい、です……」

「シャンティ……」

　オーガストが、くしゃっと笑った。

「そんなかわいいおねだりをされたら――もう、我慢できなくなってしまうじゃないですか」

「我慢してたの？　しないで……オーガスト」

　きて。シャンティは一言、そうねだった。するとオーガストは体を起こし――ぬれそぼったその場所に、己のものをあてがった。

「いいですか？　痛かったらすぐとめますから、言ってくださいね――」

　ゆっくりと、彼のものがシャンティの中に入ってくる。指より太くて、熱くて、硬くて――。シャンティは身構えたが、さんざん潤された後だったからか、入口を通過するときに少し痛みを感じただけで、あとは違和感なく受け入れることができた。

「シャシャ？　大丈夫ですか――」

「うん、へい、き……っ」

「本当ですか？　動き、ますよ……っ」

　ゆっくりと、彼のものが中をいったりきたりする。彼が慎重に、シャンティを傷つけまいとしているのがわかった。

　その目を見上げると――欲望を抑えて、シャンティを心配しているのがわかる。

（ああ、変わらない――昔と同じ、優しくて心配症の、オーガストだわ）

　彼が戻ってきた。いや、本当はずっと、塩対応の仮面の中に、シャンティのオーガストはいたのだ。

　また会えた事が嬉しくて、シャンティは彼の首に腕をまわして、その唇に唇を重ねた。

「っ……！」

　オーガストは驚くも、すぐに甘い吐息でもって、シャンティの唇を受け入れてくれた。深くなる口づけと共に、律動もだんだんと激しくなっていく。

「っ……シャンティ。あなたからキスしてくれるなんて」

「いつもしたいと思っていましたわ……ッは」

　彼のものが、奥の奥へと届く。体の奥いっぱいで、オーガストを感じている。そのことが嬉しくて、気持ちよくて、どくんとシャンティの内壁は離すまいと彼を締め付ける。

「っ、シャンティ……っ！」

「オーガスト……好き……こうなれてうれしい……」

　彼にも、気持ちよくなってほしい。どこか朦朧もうろうとした頭で、シャンティはしがみつくように彼の背中に手をまわした。

「……ッ、俺も」

　オーガストの身体が、こわばる。

「俺も、愛しています……！」

　ぎゅっとシャンティの身体を抱きしめ――そして体の奥の奥で、彼のものが精を吐き出したのがわかった。

　――ああ、とうとう本当に、彼の伴侶となったのだ。

　シャンティは幸福に酔いしれながら、そのまま目を閉じた。









　カーニッツ隊長の名前が、ラントレア隊長に変わった――。

　そのことは、騎士団内にちょっとしたセンセーションを巻き起こした。冷静で強く、騎士団内からも一定の尊敬を得ている彼が、まさかの公爵家に婿入りとは、意外な展開だった。

「やるじゃない、隊長。公爵家の男になっちゃうなんて！　まぁ、なんとなーく想像ついてたけど。どうよ？　名前が変わってみて」

　嬉し気なフレッドに、オーガストはいつも通りクールだった。

「まぁ名前が変わったことで不便もあるが……仕事そのものには、何ら差支えはない。シャンティも応援してくれている」

　シャンティは、オーガストが仕事を続けることを勧めてくれた。そのほうが、シャンティにとっても良いというのだ。

『領主たるもの、領地の事を把握している必要があります。それには情報が必要。だから――この地も人も知り尽くしている騎士団隊長が夫だなんて、こんな好都合なことはないわ！』

　シャンティは胸を張ってそう言ってくれた。可愛いだけじゃない。シャンティのそんな頼もしいところを知れたのは、オーガストにとって発見だった。

「そうかぁ。まぁ、よかったよ。隣で見ててハラハラしたけど！」

　オーガストはふと、そう言うフレッドを見た。

「しかし、シャンティとこうなれたのは、君の力によるところもあったな」

　じっ、とオーガストはフレッドの目を見上げて、言った。

「君には感謝している、フレッド」

　するとその時、時計が午後六時を知らせた。定時だ。オーガストは書類をまとめて、立ち上がった。

「よし、帰ろう」

「いいね。定時。隊長もすっかり残業しなくなっちゃって」

「さ、最近は、残業するほどでもないからな…！」

「言い訳しなくていいのよ～。今日は金曜だしね」

　そんな応酬をしながら、帰り支度をして宿舎の出口へ向かう。すると、ふとオディールとすれ違った。

「あ、オディール」

　彼女は律儀に頭を下げた。

「お疲れ様です」

「ああ、お疲れ」

　オーガストは彼女をよく見もせず通り過ぎたが、フレッドは立ち止まって声をかけた。

「大丈夫？　ここんとこ顔色悪いけど……」

「へ、平気です」

「まぁ、そんなに気を落とさないで……飲みいく？」

　するとオディールはこくりとうなずいた。

　オーガストが彼女の告白を暗に断ったことを、フレッドは察している。だからフレッドは彼なりに、オディールのメンタルケアをしてくれているつもりなのだろう。立場的にも心情的にも、彼女に関わりたくないオーガストからすれば、ありがたい話だ。オーガストはひそかに目線を送った。

『すまないフレッド、礼は今度』

『いいから愛の巣に帰んなさい！』

　余裕のウインクをかまし、若干の下心もある彼だったが、そのあと、意外にも大酒飲みだったオディールに、延々と失恋の愚痴を聞かされ、飲まされ続けて地獄の夜を過ごすことは、まだ知らない――。






　二人と別れたオーガストは、いつものように花屋に寄ってから、六時十五分きっかりに、屋敷へと戻った。

「おかえりなさい、オーガスト！」

　シャンティはいつも、夕方だというのに愛らしい装いで迎えてくれる。今日は水色のドレスだった。

「ただいまかえりました、シャンティ。夕方の貴女も美しいです」

　花屋に並んでいた白薔薇を捧げると、シャンティは、頬に手を当てて、くしゃっと恥ずかしそうにも、嬉しそうにも笑う。

「もう、オーガストったら……ありがとうございます、嬉しい」

　彼女と一緒にいる時間は、彼女の喜ぶことだけをする。それが、オーガストがひそかに心に決めたことだった。

　そしてそれは、自分のためでもあった。なぜならオーガストはずっと、彼女の喜ぶ顔が見たかったのだから。

「花瓶にまた飾らないと！　さあ、お腹はすいていますか？　お食事しましょう。そのあとゆっくりお酒を飲みながら――週末何をするか、話しましょう！」

　この上なく嬉しそうに言うシャンティと腕を組んで歩き出す。

「いいですね、そうしましょう」

　そううなずいたオーガストだったが、頭の中で少し算段する必要があった。

（酒が入ったら――たぶん我慢できないな）

　何がとは言わないが。

（週末の予定は、ベッドの中で話すことになりそうだ）

　そう思いながら、オーガストは彼女とともにディナーの席に着いた。
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